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令和７年度「町民と議員との懇談会」 
 

１ 「町民と議員との懇談会」説明資料について 

令和８年２月１日発行 議会だより第１４９号 
 
２ 班体制について 

※２月６日の班体制 

月崎２ ◎ 佐藤孝男、熊野茂夫、平野 隆雄、藤山大、小鹿昭義 

塩釜、浦和 ◎平沼昌平、木村隆、溝部幸基、杉村志朗 

   ※２月９日の班体制 

    緑町、丸山団地 ◎ 佐藤孝男、熊野茂夫、平野隆雄、藤山大 

    新栄町 ◎ 平沼昌平、木村隆、溝部幸基、小鹿昭義、杉村志朗 

  

班編成 議 員（◎は班長） 事務局 

Ａ班 ◎ 佐藤 孝男、熊野 茂夫、平野 隆雄 角谷 里紗 

Ｂ班 ◎ 平沼 昌平、木村 隆、溝部 幸基 熊谷 治子 

Ｃ班 ◎ 藤山 大、小鹿 昭義、杉村 志朗 鍋谷 浩行 

日 時 町内会 会 場 担当議員 

２/３（火） 

午後６時～ 

 松浦、吉野  松浦・吉野町内会館 Ａ 

 吉田町、館古  役場（機能回復室） Ｂ 

 豊浜、宮歌  宮歌・豊浜町内会館 Ｃ 

２/４（水） 

午後６時～ 

 吉岡 1・2、吉岡 3  吉岡総合センター Ａ 

 白符  白符町内会館 Ｂ 

 上町、本町、川原町  役場（機能回復室） Ｃ 

２/５（木） 

午後６時～ 

 日向 1、日向 2、日向 3  日向町内会館 Ａ 

 館崎 1、館崎 2・3  館崎 2・3町内会館 Ｂ 

 月崎 1  月崎１町内会館 Ｃ 

２/６（金） 

午後６時～ 

 月崎 2   月崎２町内会館 Ａ・Ｃ 

 塩釜、浦和  塩釜町内会館 Ｂ・Ｃ 

２/９（月） 

午後６時～ 

 緑町、丸山団地  福祉センター Ａ・Ｃ 

 新栄町  新栄町集会所 Ｂ・Ｃ 

２/10（火） 

午後６時～ 

 三岳 1  三岳１町内会館 Ａ 

 三岳 2  三岳２町内会館 Ｂ 

 千軒  千軒活性化センター Ｃ 
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１．参加状況等 

今年度の懇談会は、２月３日（火）から２月１０日（火）までの６日間開催さ

れ、１６会場で延べ７６人（男５８人、女１８人）が出席しました。出席者数の

最多は１２人、最少は０人、平均４.８人という参加状況となりました。 

館崎地区で前年比９名の増となりましたが、全体の参加者数は前年度比１名の

減、前年比で参加者数が減となった会場が６か所など、全体的に減少傾向であり

ました。 

 

２．開催概要 

議会では、議会基本条例第７条第８項の規定に基づき、町民への説明責任を果た

し、情報を共有するため「町民と議員との懇談会」を開催しております。 

「町民と議員との懇談会」は、全町内会（１６会場）を対象に、議員が３班に分

かれ開催しており、平成２４年度から今回で１４回目の開催となりました。 

今回の懇談会は、説明資料として「議会だより第１４９号」を用い、定例会、

常任委員会で審議した内容のほか、多岐にわたる分野で意見交換を実施し、参加

した町民と情報共有を図ることができました。 

 

３．意見等の総括 

各会場での意見を分類し、その件数と総括を、次のとおり整理しました。 

 

 全体 １６会場（２７７件）                        

今回の懇談会では、「議員のなり手不足や議会改革」について、特別委員会で確認

した方向性について町民の皆様から直接ご意見を伺うことを主な目的として開催

し、多くの貴重なご意見をいただく事ができました。 

議会に関するテーマ以外にも、「除排雪」、「熊対策」、「防災対策」など、多岐にわ

たる意見が寄せられました。これらの課題は、町の将来に関わる重要なものであり、

引き続き議論を重ねていく必要がありますので、町民の声を活かし、一般質問や予

算審議、所管事務調査などを通じて具体的な政策提言へとつなげてまいります。 

「町民と議員との懇談会」は、町民と直接意見を交わす貴重な場として、今後も

継続していくことが重要です。 

 町民と議会がともにまちづくりを進めるために、今後も対話の機会を大切にし、

より多くの町民が参加しやすい環境づくりを検討しながら、議会としての役割を果

たしてまいります。 
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 議会 １５会場（１３６件）                        

 議員定数・歳費の見直し、議員のなり手不足、議会改革、議会活動の見える化

など、議会の在り方に関する意見が多数寄せられました。 

特に議員のなり手不足については、「漁師をはじめ仕事が忙しく、議会に出る

となると暮らしや仕事を捨てることになりかねない」、「地域の後押しがなけれ

ば立候補は難しい」、「待っていても若い人は出てこないので、後継者づくりが

必要」といった声がありました。あわせて「女性議員がいない」、「女性や若い

世代が参画できる環境が必要」との意見も複数見られ、議員からは、これまでも

声かけ等を行っているものの、家族の反対や落選時の心理的負担などもあり難し

い実情が語られ、参入のきっかけづくりや後継者育成の必要性が示されました。 

議会改革に関しては、常任委員会の在り方や会議出席の負担について意見が集

中し、「委員会を一つにすると会議が増えて負担が大きいのでは」、「全員参加

となると議論しづらくならないか」、「本会議が質疑なし賛成多数で終わりがち

で、議論の見え方を改善すべき」といった指摘がありました。議員からは、現状

でも委員外議員としてほぼ全員が両委員会に関わっていること、委員会の機能を

重視してきた経緯等が説明されました。今後の体制検討にあたっては審議の場の

持ち方として、委員会と本会議の役割や活動負担の整理が課題となっています。 

議員定数については、「９名でも８名でもよい」、「１０名にこだわらなくて

よい」といった意見がある一方、「定数を減らしすぎると、委員会体制が成り立

たない」、「何人が適正か分からない」、「選挙がないのはよくない」など、慎

重な意見も出されました。議員からは、定数を減らしすぎると運営に支障が出る

点や、検討にあたっては町民意見も踏まえながら最終的な決定をする旨の説明を

行いました。町の実情に即した適正規模や地域バランスへの言及もあり、現実的

な担い手確保策と合わせ、検討を進めてまいります。 

歳費については、「議長と副議長の差が大きい」、「基準に基づくなら現状で

よい」といった意見のほか、「報酬は上げるべき」、「上げるなら福島町のため

に真剣に働いてほしい」といった声がありました。議員からは、役職の責任や算

定の考え方について説明を行いました。報酬だけで解決しない要因も含めて議論

が必要であることが示されたことから、今後も議論してまいります。 

 議会活動の見える化については、「中継映像が途切れるので、改善してほし

い」、「ＹｏｕＴｕｂｅなど分かりやすい形にしてはどうか」、「中継や過去映

像を見られること自体を知らない人もいるのでは」といった意見がありました。

議員からは、アクセス集中等で不具合が出る可能性、後日編集した映像を掲載し
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ていること、現在の機器が整備後８年以上経過していることから更新の必要性は

認識していることなどの説明を行いました。議会だよりについては、「議案の内

容が詳しく分かり助かる」、「少しずつ読みやすくなっている」などの評価があ

り、今後も周知・広報の工夫を継続してまいります。 

このほか、ハラスメント対策や諮問委員・モニター制度の実効性、町民の関心

の低さに関する意見もあり、議会としては、なり手確保に向けた環境整備とあわ

せ、改革の狙い・検討過程をより分かりやすく伝えるなど、信頼と参加につなが

る取り組みを引き続き検討してまいります。 

 

 熊対策  １３会場（３９件）                         

  昨年のヒグマによる人身事故もあり、熊対策に関する意見が多く寄せられました。

電気柵の継続・拡充、草刈り等の環境整備、出没・捕獲情報の周知方法、ハンタ 

ー体制、誘因物対策としてのゴミ出しルールなどの意見がありました。 

特に電気柵については、「昨年の設置で安心感があったため今後も継続してほし

い」、「パークゴルフ場など利用者の多い場所にも設置予定があるのか」といった声

があり、議員からは、電気柵は効果があったことから今後も継続する方針であるこ

と、施設等への設置についても町へ意見している旨の説明を行いました。一方で、

「撤去時期が早いのではないか」との疑問も寄せられ、議員からは、電気柵は通年

設置できるものではなく、積雪前の撤去が必要であること、効果を保つにはこまめ

な草刈りなどの管理が必要で、設置・撤去ともに職員対応で相当の労力を要してい

る旨の説明を行いました。「電気柵の説明や注意書きが不足しており、子どもが誤

って触れるのが心配」との意見もあり、議員からは危険性を踏まえ、教育委員会を

通じて学校へ周知する旨の説明を行いました。 

草刈り等の環境整備については、「昨年実施したような草刈りは今年も行うのか」、

「自宅周辺の草刈りをしたら熊の足跡があり不安になった」、「町が草刈りを行う場

合、個人所有地の扱いはどうなっているのか」といった声がありました。議員から

は、今年も実施する予定と聞いていること、個人の土地については勝手に対応でき

ないため所有者へ連絡していること、また背の高い草が茂ると熊が潜んでいても分

からず危険であることを説明し、草刈りを含む継続的な環境整備の必要性が共有さ

れました。 

出没・捕獲情報の周知に関しては、「熊出没時の放送で、少なくとも“どの地区か”

が分かるようにしてほしい」、「出没情報が出てから放送する形で後手に感じる」、

「捕獲数を月 1回など定期的に知らせてほしい」といった意見がありました。議員
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からは、情報提供の重要性を認めつつ、捕獲情報の発信については苦情対応等の事

情もあることについて説明を行いました。今後は不安の軽減と運用上の課題の両面

を踏まえた周知方法の工夫が求められることから、議会としても引き続き状況を注

視してまいります。 

ハンター体制については、「ハンターの専門員とはどういう立場か」、「規制強化

で免許保有者が減っているのでは」、「銃猟に対応できる人が少ないと聞くが増やせ

ないか」などの声がありました。議員からは、町職員として専門の職員がいること、

銃・火薬の管理は遠隔地の事件でも影響を受け維持管理の手間が増えていること、

町内ハンターは複数名いるもののライフル銃に対応できる者は限られ、所持には長

年の経験が必要で直ちに増やすのは難しい旨の説明を行いました。 

町の対応は早かったとの評価がある一方、ハンターの担い手を確保する重要性が

改めて示されました。 

熊対策と関連してゴミ出し対策の意見も複数あり、「千軒地区のような熊対策の

ゴミ箱・ゴミステーションを町内会と町で整備できないか」、「個人でゴミステーシ

ョンを用意している現状を、長いスパンで改善すべき」、「生ごみをためておくと家

に入ってくる危険があるので、注意喚起を続けてほしい」といった声がありました。

議員からは、ゴミ出しルールを徹底すること、頑丈なゴミステーションはあるが高

額であること、設置の在り方は委員会等でも議論しているものの、町設置の結論に

は至っていない旨の説明を行いました。 

捕獲個体の処理・利活用（食肉加工等）に関する質問もあり、議員からは、町は

食肉加工等よりも捕獲・駆除を優先していると聞いている旨が述べられました。冬

季の出没に対する不安の声もあり、引き続き注意喚起と対策の継続が必要であるこ

とから、状況を注視してまいります。 

 

 教育 ３会場（８件）                           

 教育に関する意見は、主にスクールバス運行と、高校の生徒確保・寮運営、学校

ＰＲに関する内容でした。 

スクールバス運行については、冬季における除雪作業との兼ね合いから「バスが

会館前に停車している時間帯と除雪車の作業時間が重なり、会館周辺の除雪が進ま

ず危険・不便が生じた」、「雪が多い日は出発時刻を柔軟に調整できないか」といっ

た具体的な要望がありました。送迎対象については、「中学生のみが対象だが、中学

校へ向かう途中に小学校があるので、小学生も同乗できれば保護者負担の軽減にも

なり、バスの有効活用になるのではないか」との提案がありました。議員からは、
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運行開始当時と比べ子どもの人数が減るなど状況が変化している点を踏まえつつ、

運行上の安全確保と学校や保護者等関係者との協議も必要である旨の説明があり、

意見内容を教育委員会へ伝達し、運行担当へ調整検討を依頼する対応策が示されま

した。 

高校に関しては、「今年の応募状況はどうか」、「寮の定員・入寮人数はどうなって

いるか」、「地元の生徒が少なく寂しい」といった声がありました。議員からは、応

募状況として１５人の応募があり、そのうち地元は１名と聞いていること、寮の上

限が１５人であることが説明されました。地元生徒の確保が難しい現状を踏まえつ

つ、「友好市町との交流先からの入学に結びつけられないか」、「町外から来ている

生徒が外部で学校ＰＲをしているのか」といった提案・関心も示され、議員からは、

現時点で友好市町からの入学例はないこと、高校生が東京や札幌等で学校ＰＲに取

り組んでいることなどが紹介されました。資格取得等の補助制度は魅力として活か

し得るとの意見もあり、今後さらに高校の魅力発信と支援策の周知を徹底していく

必要性が再確認されました。 

 

 産業観光  ５会場（２１件）                       

 産業・観光に関する意見は、主に水産業を中心とした一次産業の現状・将来像と、

観光資源・施設の整備に関する内容でした。 

一次産業に関しては、「ウニの減少や海の環境変化への不安」、「孵化場はもう少

し拡張できないのか」といった声があり、資源状況や生産基盤に対する関心が示さ

れました。議員からは、具体の拡張可否は所管で確認が必要としつつ、町の水産振

興に関わる重要課題であるため、現場の状況把握と支援の方向性を継続して検討し

ていく必要がある旨の趣旨が説明されました。 

観光・施設整備では、メモリアルパーク等を念頭に「せっかく景観の良い場所な

ので、整備・管理をきちんとして観光につなげるべき」、「草が伸びて眺望が悪くな

っている」、「駐車場をもっと海側にできないか」といった意見がありました。現地

の安全性や利便性に関して「斜路が陥没していて危険」、「今後の管理はどうなるの

か」など、具体的な補修・改善要望も寄せられました。議員からは、施設の管理主

体や現状の対応状況を確認の上で整理する必要があること、危険箇所については早

期の対応が望ましいため、町へ確認・伝達する旨の応答がありました。 

観光振興の視点としては、「今ある資源の磨き上げ」、「維持管理を含めた計画的

な整備」が重要との指摘があり、議会としても、産業振興と観光振興を一体的に捉

え、町の取り組み状況を把握した上で、必要な改善点を整理するよう求めてまいり
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ます。 

 

 除排雪  ６会場（１４件）                         

除排雪に関する意見は、主に排雪の必要性と優先順位、地域間の対応差、初動・

巡回の在り方、危険箇所への対応に集中しました。 

排雪については、「排雪が必要」、「排雪が進まない」、「どの基準で排雪するのか分

かりにくい」といった声があり、生活道路の確保に対する不安が示され、「排雪をし

ないと道路幅が狭くなり、すれ違いが危険」、「緊急車両が通れなくなるのではない

か」といった安全面の指摘もありました。議員からは、議会として除雪費そのもの

の削減を求めているわけではなく、必要な対応は必要として予算議論の場でも取り

上げている旨が説明され、排雪の要否や優先順位は町の運用基準・判断基準と合わ

せて町民に分かりやすく示すことが望まれるとの主旨が説明されました。 

地域間の対応差については、「地区によって除雪の仕方が違うように感じる」、「同

じ町内でも対応に差がある」といった意見があり、対応の均衡や説明の必要性が指

摘されました。議員からは、作業体制や路線条件によって差が出やすい実情を踏ま

えつつ、町民が納得しやすい形での情報提供・改善が必要との主旨が示されました。 

初動・巡回については、「降雪後の対応が遅い」、「除雪車が入るタイミングが読め

ず困る」といった声がありました。通学路や交差点の安全として「雪山で見通しが

悪く危険」「歩行者が車道に出ざるを得ない」といった指摘があり、優先して安全確

保を求める意見が出されました。 

生活環境上の課題として空き家の落雪に関する意見があり、「落雪で通行が危な

い」、「危険箇所の把握と対応が必要」との声がありました。議員からは、空き家対

策として相談先や制度の整理が必要であり、状況によっては町が所有者へ指導・連

絡するなどの対応が考えられる旨の説明を行いました。 

除排雪は冬季の安全・生活維持に直結するため、議会としても、町の運用基準や

優先順位、危険箇所への対応状況を把握した上で、町民の不安や不公平感の解消に

つながるよう、改善点を整理し町へ伝達・提案してまいります。 

 

 防災  ９会場（３１件）                         

防災に関する意見は、主に津波避難の現実性、避難所の生活環境、冬季の運用課

題、訓練・情報共有のあり方に集中しました。 

避難場所・避難行動については、「津波避難の際、避難場所が足りるのか」、「多く

の人が一斉に動くと、狭い橋などで詰まり危険ではないか」、「避難場所が偏ってお
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り、複数の避難先を確保すべき」といった声が複数出されました。実際の地形・道

路条件を踏まえた指摘が多く、避難路上にある橋や狭路などの懸念要因が示されま

した。議員からは、避難計画の検討状況や課題認識について説明があり、必要に応

じて町へ意見している旨の説明を行いました。 

避難所の生活環境では、特にトイレに関する意見が多く、「避難所のトイレが冬

季は凍結防止のため使えない」、「トイレが不安で避難しづらい」、「仮設トイレだけ

では足りないのでは」といった切実な声がありました。避難生活を想定して「物資

配布の方法が分かりにくい」、「飲料水などがどのように配られるのか示してほしい」

といった意見もありました。議員からは、トイレカー等の整備方針や、冬季運用で

は凍結等の制約があること、備蓄や運用の課題を踏まえて検討が必要であることの

説明を行いました。 

冬季の防災については、「冬に津波が来た場合、移動が難しい」、「寒さの中での避

難所運営が現実的か」といった不安が寄せられ、暖房・防寒・トイレなどを含めた

冬季想定の必要性が指摘されました。 

訓練・情報共有の面では、「防災に関する協議の結果や課題を町民ともっと共有

してほしい」、「訓練で分かったことを具体的に示してほしい」といった意見があり、

対策の進捗や検討状況を“見える化”することへの要望がありました。議員からは、

委員会等での検討や町への提言状況について説明があり、今後も町と連携しながら

改善を促していく旨の趣旨が示されました。 

防災は、平時の備えと同時に、実際に避難が発生した際の“運用”が鍵となるた

め、議会としても、避難路の整備対策、避難所トイレ・物資配布の運用、冬季避難

体制整備などについて、町の対応状況を把握しつつ、町民の不安軽減につながる具

体策を整理し、要望してまいります。 

 

 環境・インフラ  ４会場（１５件）                     

環境・インフラに関する意見は、主にごみ処理と、排水・溜桝等の維持管理に関

する内容でした。 

排水・溜桝等については、「山側から流れてくる水を受ける桝が砂利や枝で詰ま

り、放置すると国道へあふれる恐れがある」、「防壁から出る水が宅地を流れており、

溜桝の詰まりで石垣が崩れないか心配なので清掃してほしい」といった、具体的な

箇所を示した要望がありました。議員からは、現地状況を含め町に確認し、対応を

要請するとの応答があり、早期の点検・清掃等の対応が求められます。 

ごみについては、「福島町はごみが多いと聞くが、何が原因なのか」、「人口規模に
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比して多いという意味か」、「分別方法によってはゴミに含まれる油分が少なく、火

力を上げる必要があると聞いた」など、排出量が高水準である理由や処理上の課題

に関心が集中しました。議員からは、排出量は“総量”よりも一人当たりで見ると

多いという趣旨であること、また分別が不十分だと燃えないごみが増え、処理費が

かかること、二次燃焼の仕組み等に触れつつ、分別の徹底が重要であるとの説明を

行いました。 

分別・リサイクルの取組として、「熊被害をきっかけにごみ出しルールの意識づ

けが進んだ」、「町内会でアルミ缶回収を継続しており、資源ごみ回収への協力を呼

びかけている」といった声もあり、住民側の取組・意識向上の事例も共有されまし

た。一方で、終活等に伴う粗大ごみの増加を踏まえ、「不用品の買取を活用し、粗大

ごみとして出す前に確認できる仕組みも考えられる」といった提案もありました。 

将来の処理体制については、渡島廃棄物連合議会での議論として「将来的に四町

で新たな処理施設を建設した方がトータルコストが下がる可能性がある」との説明

が紹介され、「大規模事業になるのでは」との懸念・関心が示されました。議員から

は、現時点では具体化していないが、方向性次第では大きな事業となる可能性が示

されました。 

「北斗市は分別を徹底していると聞く。電動生ごみ処理機のＰＲや分別説明など、

啓発は継続してほしい」との要望があり、議員からは担当課へ伝える旨の応答があ

りました。ごみ減量とインフラ維持管理は生活に直結するため、議会としても、町

の取組状況を把握しつつ、住民への周知・啓発の継続と、具体的な改善の早期対応

につながるよう要望していくとの説明を行いました。 

 

 町内会  ５会場（９件）                        

町内会に関する意見は、主に役員のなり手不足と運営負担、加入率低下、町内会

館等の施設整備に関する内容でした。 

町内会運営の現状として「役員のなり手がいない」、「高齢化で担い手が減り、少

数の人に負担が集中している」といった声がありました。特に、交通安全啓発など

の活動について「街頭啓発は廃止してもよいのではないか」、「行事が多く負担が大

きい」との意見が出され、活動内容の見直しや負担軽減を求める意見が多くありま

した。議員からは、担い手不足は町内会に限らず各分野で顕在化していること、地

域活動を維持するためには実情に応じた工夫が必要であるとの説明を行いました。 

加入状況については、「町内会を脱退する世帯が増えている」、「町内会としてま

とまりにくくなっている」といった指摘があり、従来の運営形態では維持が難しく
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なっている現状が共有されました。町内会活動の意義を踏まえつつも、住民の生活

様式の変化を踏まえた運営の在り方を検討すべきとの主旨が示されました。 

施設面では、「町内会館の厨房を直してほしい」といった具体的要望があり、議員

からは、所管部署へ状況を確認し、必要に応じて町へ要望を伝えるとの回答を行い

ました。 

町内会は地域防災・見守り等にも関わる基礎的な単位であることから、議会とし

ても、担い手不足の実態と住民負担の状況を踏まえ、活動の重点化や運営の簡素化、

施設整備要望への対応など、町内会活動の維持につながる方策について、町と連携

しながら整理してまいります。 

 

 その他  ４会場（４件）                        

人口減少・移住定住に関しては、「人口が減って若い人もいない。何か策はない

か」、「移住者はいるようだが、定住しているのか」といった声があり、町の将来

に対する不安と、具体策への期待が示されました。議員からは、解決が容易では

ない課題であるが、最近は町外から高校生が入ってきている状況なども共有さ

れ、人口減少対策は引き続き重要なテーマであることが確認されました。 

商品券事業については、「回数も多く金額も大きいが、コロナ前からこうした事

業はあったのか」といった質問がありました。議員からは、過去にもプレミアム

商品券等の取組があったこと、国からの予算を活用して実施している側面がある

ことなどについて説明を行いました。 

第２青函トンネルに関して「現在の動きを教えてほしい」との意見があり、議

員からは、国会議員や道議会議員、青森県今別町などの間で機運が高まっている

が、北海道全体としての熱量は高いとは言い難い状況などの説明を行いました。 

町の各種支援策に関連して、財政への懸念として「様々な支援事業を行ってい

るが、町の財政は大丈夫なのか」との声がありました。議員からは、多くの支援

事業は国の補助金等を活用して実施していること、町の一般会計から過大な支出

をしているわけではないとの説明を行いましたが、制度の財源構造を含めた分か

りやすい情報提供が必要と町へ提案してまいります。 
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４．地区別懇談会の開催状況 

全１６地区の地区別参加者数は下記の通り。 

 なお、次ページ以降は各会場別の懇談会報告書を掲載しております。 

開催日 対象地区 会場 参加者数 男性 女性 

2/3（月）  松浦、吉野  松浦・吉野町内会館 6 5 1 

   吉田町、館古  役場（機能回復室） 2 2 0 

   豊浜、宮歌  宮歌・豊浜町内会館 6 6 0 

2/4（火）  吉岡 1・2、吉岡 3  吉岡総合センター 8 6 2 

   白符  白符町内会館 2 2 0 

   上町、本町、川原町  役場（機能回復室） 3 3 0 

2/5（水）  日向 1、日向 2、日向 3  日向町内会館 5 5 0 

   館崎 1、館崎 2・3  館崎２・３町内会館 12 8 4 

   月崎 1  月崎１町内会館 8 5 3 

2/6（木）  月崎 2  月崎２町内会館 7 3 4 

   塩釜、浦和、岩部  塩釜町内会館 0 0 0 

2/7（金）  緑町、丸山団地  福祉センター 3 3 0 

   新栄町  新栄町集会所 4 3 1 

2/10（月）  三岳 1  三岳１町内会館 2 2 0 

   三岳 2  三岳２町内会館 3 2 1 

   千軒  千軒活性化センター 5 3 2 

    計 76 58 18 

 



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.3 (火) 18：00～19：10
対象地区 松浦・吉野（松浦・吉野町内会館）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長（事務局：角谷）
参加者数 ６人（男５人、女１人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）
定数について、９名でも８名でもよいと思
う。

減らしすぎると委員会の体制などを成り立た
せるのが難しい。

1【議会】 ○（議会）
議員が考えて出した答えだろうから、これで
様子を見てみたら良いのでは。

諮問委員からも妥当という答申を受けてい
る。

1【議会】 ○（議会）
歳費について、議長と副議長の差が大きいよ
うだが。

仕事量や責任の関係でこのようになってい
る。

1【議会】 ○（議会）
歳費について、基準をもって決めているので
あればこれで良いのでは。

1【議会】 ○（議会）

漁師も人手不足で大変な中、議会に出るとな
ると自分の暮らしや仕事を捨てることになり
かねず、簡単には出られない。一人でも抜け
てしまうと仕事全体への影響が大きく、家族
の理解も必要となる。

その通りだと思う。
ただ、そういった人たちが議会に出て、町に
対してものを言えるように工夫していかなく
てはならない段階に来ている。

1【議会】 ○（議会）

自分で「私が立候補する」と言える人は中々
いないと思うので、モニターなどで入ってき
てもらって、その中で育てて立候補できるよ
うにしていくやり方は良いのではないか。

議会でも色々なやり方を考えて実施している
が、成果には結びついていない。

1【議会】 ○（議会）

町内会連合会などに行くと、元役場職員が多
い。そういう人は立候補しないのか。

行政のことをわかっているので、町内会長な
どはやりやすいのかもしれない。ただ、議員
になりたいという話は聞かない。

1【議会】 ○（議会）

定数が９人であれば、吉岡方面からは３名く
らいはいてほしいが、立候補するような人は
いない。

現在吉岡方面在住の議員は２名。地域の後押
しがあれば立候補する人もいるかもしれない
ので、声かけなどよろしくお願いしたい。

1【議会】 ○（議会）

こうしてなり手がいない以上、８０歳になっ
てもやってもらうしかないのでは。

引退したくても後継者がおらず、ここまで来
てしまった。高齢議員が多いと若手が立候補
しづらいという声もあり、難しい状況。

1【議会】 ○（議会）
報酬が入るのであれば、家族も反対しないの
ではないか。

発言権が強くなるなど、金銭面以外の様々な
事情で難しい場合もあると思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

今後の熊対策はどうしていくのか。
松浦でも姿を見ることは稀だが、鳴き声を聞
くことはあり、近くにいると思う。

電気柵が有効だったため、今後も実施してい
く予定と聞いている。
昨年の全国的な熊被害によりクマ対策につい
て国からの補助金なども強化されている。危
険を感じるところなどがあれば要望したほう
が良い。

3【教育】 ●（町行政）

スクールバスと除雪の調整について、中学生
のスクールバスが７時１５分に会館前に到着
し、７時４５分に出発する。
夏場は問題ないが、冬は除雪のブルが来る時
間とぶつかり、バスが停まっているため会館
前～会館裏の除雪ができずブルが帰ってし
まったことがある。
７時４５分に松浦を出発するという点を変え
る必要はないが、雪が多い時は７時３０分な
ど除雪と時間がぶつからないよう柔軟に調整
することはできないか。

議会からも教育委員会に対して伝える。

→2/4　教育委員会へ伝達。教育委員会からス
クールバス運行担当へ時間調整するよう連絡
するとの回答。

3【教育】 ●（町行政）

スクールバスの送迎対象について、バスの送
迎対象は中学生のみで、吉岡小学校に通う子
供たちは親が車で送迎している。吉岡小学校
は中学校までの途中にあるため、小学生も一
緒に乗せていってくれても良いのではない
か。お金をかけてバスを走らせているのなら
有効に活用するべき。
吉岡中学校と福島中学校が合併する際に吉岡
方面の子供たちの通学手段として運行が始
まった経緯は認識しているが、当時と比べ子
供の数も減るなど状況が変化している。

考える余地はあると思う。
運行開始当時は現在よりも子供たちの人数も
多かったなど事情があったと思うが、当時と
は状況が変化しているのは間違いない。帰り
は授業時間などが異なるので難しいと思う
が、朝の迎えだけでもできないか、議会から
教育委員会へ話をする。

→2/4　教育委員会へ伝達。学校や保護者等も
関係するため即答はできないが、ご意見とし
てお預かりするとの回答。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

6【防災】 ☆（説明済）

昨年春頃に津波避難場所について、町と協議
した際に示された一時避難場所付近に夏頃に
熊が出没した。
避難場所が限られることは理解しているの
で、変更する必要はないが、熊を想定した安
全対策をお願いしたい。

議会からも町に対して安全対策について万全
を期すように伝える。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.3 (火) 18：06　～　19：25
対象地区 吉田町、館古（役場）
参加議員 平沼議員、木村議員、溝部議長（事務局：熊谷）
参加者数 ２人（男２人、女０人）

〔対応凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

中継をよく見てるんだが映像が途切れるので、
他町のようにYouTubeにしたらいいのではない
か。

アクセス数の関係で不具合が出てる可能性も
あり。後日編集したものがＨＰにあがってい
る。

1【議会】 ☆（説明済）

ハラスメント防止の関係で、意見のとりまとめ
にいたらず引き続き議論することになりました
とある。自分はハラスメントについてはそれほ
ど重視しなくてもよいように思うが、世間的な
流れで話さざるを得ない状況かと思うが。

女性議員のなり手対策、倫理条例の規定を今
作っているが、その中にハラスメント情報を
加えておく程度にしましょうということで検
討中と説明。女性議員が来やすい環境を考え
ていきたいということです。いらないという
意見も実際にある。女性議員のなり手確保等
を考えて項目に入っている。

1【議会】 ☆（説明済）

ハラスメント自体は大した気にしない。世間が
ハラスメントにうるさい、話さざるを得ないと
いうことなんでしょうけど。

ハラスメントがあったから作るということで
はなくて、器として条例を作っておこうとい
うこと。条項を追加するということ。

1【議会】 ☆（説明済）

定数について、減らすのであれば議会の中であ
る程度一緒にしなくてはならないところも出て
くるだろうし、そうすることで負担が出たり、
うまく回らないところもあるだろう。運営する
方にしてみれば、減らすことで負担が増すの
で、人数を増やせとは言わないが、ただ減らせ
ばいいというものではないと思う。

1【議会】 ☆（説明済）

定数に関しては福島町の人口割合でみると、他
の市町村も調べたが特別多いというわけでもな
いので、10人でも良いと思う。町民の中には議
員は何もやっていない、何も変わってないのだ
から1人でも2人でも減らした方がいいというよ
うな意見もある。町の予算を減らすためにと考
えているのかもしれないが。10人から1人減らす
ということであれば、議員の仕事がやりづらく
なる部分はあるので、それを承知の上で、町民
の納得と、自分たちの仕事効率も考慮したうえ
で決めたのであればよいのではないか。

確かにそういった意見を言われることもあ
る。定数についても調べると様々あり、人口
割で何人が正解ということもない。議会も議
会がこういうことをしているんだと発信して
いく必要があるとは思っている。

1【議会】 ☆（説明済）

今回のような場は設けられているが、議員は何
もしていない、何も変わらないという人に限っ
てこういう場には出てこない。意見があるのな
らこういう場に出てきて言えばよいのにと思
う。言っても変わらないという気持ちがあるの
かもしれないが、言わないと変わらない。

議員もなにも言われないから問題ないと思っ
ているわけではないが、まだ理解してもらっ
ていないと感じる。

1【議会】 ☆（説明済）

定数を減らす方向だというが、今の現状維持で
もいいと思うが、とりあえず１名減でやってみ
て、それで駄目だったら増やす戻すということ
もできるじゃないですか。すぐ戻すのは難しい
かもしれないが、１回やってみては。

今の議員は経験が長い人たちが多いので進め
やすいが、新しい議員たちで構成されると
なったときに、どうなるんだろうという感じ
はする。

1【議会】 ○（議会）

昆布漁師は一年中何かしらやっている。ピーク
は夏かもしれないが、それ以外でも動いてい
る。

漁業関係者にも声掛けしている。養殖コンブ
やっていればきついという事を言われるが、
繁忙期の時期は議会活動を休んでもいいよう
な方向も考えていかなきゃない。大変な仕事
だと思うが、町の基幹産業でもあるのでその
業界から議員に出てほしいと思っている。

1【議会】 ○（議会）

漁師は忙しい。 基幹産業の水産から議員が出てほしい。漁業
青年部じゃなくても、代替わりした父親、後
継者がいる父親が出て来るのがいいのかなと
思うがなかなかいない。

1【議会】 ○（議会）

議員モニター導入というのはどういうことなの
か。

議員になってもらえるような人に、議員とは
どういうことをするのか少しずつ話して立候
補してもらいたいということ。ほかの議会で
は議会を見て感想などを書いてもらい、議会
運営の改善につなげているという制度があ
り、そこから立候補した方がいるため、福島
でも導入した。

1【議会】 ○（議会）

議会運営について感じることっていうのは、予
算を見たり、表に出ない部分の仕事を理解しな
いで議員に立候補した人が当選してしまうと、
活発な議論ができないという懸念もある。

なる前から知識があるに越したことはない
が、なってからでも知識をつけることはでき
る。知識がないというのも逆に町民目線で物
事を見て話ができるという点で良いことだと
思う。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）
議会の中継は結構見ている人がいるのか。 HPの閲覧数は分かるが、中継を見ている人だ

けをカウントはしていない。

1【議会】 ○（議会）
YouTubeなどを使えばリアルタイムで見ている人
の数など見れるので良いのでは。

1【議会】 ○（議会）

自分はHPで興味のあるものだけは見ているが、
中継や過去の映像を見られることをよく知らな
いのではないか。もっと見てもらえるようにア
ピールしては。

議会の魅力を発信する必要もある。

1【議会】 ○（議会）
些細なものでも何らかのきっかけは必要。 見て面白いと思えるようなものも必要かもし

れない。

2【熊関係】 ☆（説明済）

千軒地区でクマ対策としてゴミ箱作った。収集
車が来るまで待っているので、町内会と町とで
出し合いして設置したらいいと思う。

高齢になってきてその場所まで持っていくの
もまた大変という話もある。

2【熊関係】 ☆（説明済）
事故あったからなおさら気をつけなくてはなら
ないという意識付けができている。

4【産業観光】 ☆（説明済）

第１次産業で瀬棚でも知内でも生簀で海上養殖
やっているが、福島町ではそういう話なかった
のか。知内もよそのメーカーが来てやっている
みたいです。

ないことはなかったんだろうが、アワビ陸上
養殖などやっている。浦和などで少しやって
いたと思うが。

4【産業観光】 ☆（説明済）

漁師のためにやっているはずなんだが、漁師自
身が陸の上で作った魚なんてという価値観が主
流だったみたいで、ヒラメなどもやっていたと
思うが。

継続していない。農業でも漁業でも、いろい
ろ取組んできたが、当事者の諦めが早いとい
う傾向があった。

4【産業観光】 ☆（説明済）

三岳の奥にサケマス孵化場があるが、あれは
使っているのか。サケの放流はやめているはず
だが。

職員は一人張り付いていたように思うが。

4【産業観光】 ☆（説明済）

福島の残念なところは例えば知内のニラは、ニ
ラといえば知内という風になるが、福島のコン
ブは全国的に認知がない。ウニのおりだとかで
吉岡産とついているものが、高級料理店に行っ
た人のYouTubeなどで見かけることがあるが、町
の人は全然知らなくて自分達のブランド意識が
ない。

5【除排雪】 ☆（説明済）

岡本病院前の歩道と車道の雪山で視界も悪く、
歩道も歩けない状態で子供達には危ないので、
事故起こる前に何かしたほうがいい。予算の関
係もあるかもしれないがもう少し頻繁に排雪お
願いできないか。

町道、道道、国道とぶつかる所は責任分野で
なかなか大変みたいだが、その場所は昨日排
雪入っていた。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
ゴミの出し方などは熊の被害があったこともあ
り、意識づけが出来ている部分もある。

ゴミ出しルール徹底のお願いをしてから、か
なり守られているようだ。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
ゴミが多いというのは、量が多いという話か？ 総量を一人当たりで割ると多いという話。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
福島町のゴミが多いというのは、昔からずっと
多いということか？

最初から記録しているわけではないが、ここ
数年はずっとトップ。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
人口が少ないから負担が多いのか？人口が少な
い割にゴミが多いということか。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
ゴミの総量が多いと燃えない原因になるとかそ
ういうことか？

分別がきちんとされないと燃えないゴミに
なってしまい、処理料がかかる。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
人口が少ない順に排出量多いのでは？ 分別・リサイクルを徹底してもらうよう呼び

掛けている。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）

ゴミに油分が少なくてわざわざ油を入れて火力
を上げなくてはならないという状況を聞いたこ
とがあるが。

それは二次燃焼の関係だと思う。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）

町内会でアルミ缶に関しては何年も続けてい
て、去年は6,000円代だった。プラスチックや段
ボールは低価格だが、金属に関しては高めなの
で、なるべく協力してもらうように呼び掛けて
いる

9【その他】 ☆（説明済）

商品券について回数も多く、金額も多い。コロ
ナ前からこういうのはあったか？

プレミアム商品券などはあった。1人１０万円
というのもあった。町独自にというか、国か
ら予算が来たものを使っている部分も大き
い。福島は国から予算が来る前に財調を切り
崩したりしていち早く支給するようにしてい
て喜ばれている面もある。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.3 (火) 18：00～18：52
対象地区 宮歌、豊浜（宮歌・豊浜町内会館）
参加議員 藤山議員、小鹿議員、杉村議員（事務局：鍋谷）
参加者数 ６人（男６人、女０人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ☆（説明済）

定数の考え方については、人口も減っている
ことから１０人に拘ることはないと思う。そ
れに議員になる人がいないのではないか。

担い手になってもらえるよう声はかけている
が、なかなか良い返事をもらえていない。

1【議会】 ○（議会）
議員に色々と話を聞いてもらえるので、懇談
会の取り組みは良いと思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊・鹿の処理を千軒の処理施設で処分してい
ると聞くが、肉を利用することは考えてない
のか。ほかの町ではそういう所もあると聞い
ている。
福島のハンターが良い部位を取って食べてい
るという話も聞いているが本当なのか。

町では１頭でも多く駆除することを目指して
おり、食肉加工などは考えていないようだ。
ハンターが肉を取っているというようなこと
は、昔はあったかもしれないが今はないので
はないか。

4【産業観光】 ☆（説明済）

海の中はイワシがすごいことになっている。
死んだイワシをウニが食べているので、ウニ
の味が悪くならないか心配。
去年は養殖コンブ、ウニが良かった。マグロ
やイカ等も来てるのに獲れないのは何とかな
らないのかと思う。

国の漁獲枠の制限があるので難しい。なんと
か増えれば良いのだが。

5【除排雪】 ☆（説明済）

先日、宮歌で人が埋まっていたと聞いた。空
き家などの落雪も危険だが、そういった場合
は町に言えば良いのか？

空き家の落雪は町に相談して。
屋根の雪下ろし等については町の補助事業も
あるので利用することも検討してみてはどう
か。

7【環境・インフ
ラ】

●（町行政）

豊浜と宮歌の境にある山から流れてくる水を
受ける桝が砂利や木の枝等で詰まっているた
め、放置しておくと国道に水が溢れることを
危惧している。そうなってからでは大変なの
で何とかできないか？

町に確認して対応してもらいます。

7【環境・インフ
ラ】

●（町行政）

氏子沢の原子さん宅裏にある防壁から出てく
る水が自分の家の土地を流れている。溜枡も
あるが詰まったりして石垣が崩れてこないか
心配なので一度掃除してほしい。

町に確認して対応してもらいます。

9【その他】 ☆（説明済）

人口が減っている。増えることもなく若い人
もいない。何か策はないものか。
移住者などはいるのか？

難しい問題だが、最近は町外から高校生が
入ってきている。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.4 (水) 18：00～19：17
対象地区 吉岡１・２、吉岡３（吉岡総合センター）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長（事務局：角谷）
参加者数 ８人（男６人、女２人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

定数について、９人で議会としての活動に支
障がないのであればよいが、人数が減ったと
しても議員の仕事が減るわけではない。むし
ろ増えているのではないかと思う。世の中で
は議員は減らすべきだという声があるが、実
際に活動している議員がどう考えているのか
が重要ではないか。

常任委員会の在り方などを見直す必要がある
という議論をしている。現在も定数１０名に
対して９名の議員で活動しているので、活動
自体は可能。

1【議会】 ○（議会）

町民の意見を聞いてくれるのはありがたい
が、議員の方から自分たちがしっかりと活動
をしていくためには１０人が必要だというの
であれば、そのように訴えるという考え方も
必要ではないかと思う。

1【議会】 ○（議会）

現在も常任委員会が２つあるものの、委員外
議員という形でお互いの委員会に参加すると
いう仕組みをとっているので、委員会を一つ
にして活動していくのは問題ないのではない
か。

最近は委員外議員としての出席が多くなって
きており、おっしゃるように委員会を１つに
して活動していくことは問題ないと思う。た
だ、その分以前と比べると出席回数が増え、
負担が増えているのは間違いない。

1【議会】 ○（議会）

福島は通年議会なので、いつでも議会を招集
できるため、議員は大変だと思う。

大変なのは事実だが、先日の給付金などを年
内に対応できるなど町民にとってのメリット
がある。

1【議会】 ○（議会）

議員の仕事というのは、一般の町民からする
と見えているようで見えていないところがあ
るので、単に人数を増やす減らすというより
も、仕事の中身や負担について十分な説明を
してほしい。

1【議会】 ○（議会）

町外から一本釣りするというのはどうなの
か？よその町の人でも勉強してもらい、議員
のなり手を育てるというのも良いのでは。

そういう考え方もあると思う。他の町でもそ
ういった事例は聞いたことがある。

1【議会】 ○（議会）

本来は地元をよく知っている人が、産業団体
から出てくれるのが一番良い。

年齢、職種などがばらついた形で議会が構成
されるのが理想ではあるが、現状はそうなっ
ていない。

1【議会】 ○（議会）

国などに期待するのではなく、自分たちでな
り手を育てていくように考えなくてはいけな
い。労力をかけても１人立候補すれば御の字
だと思うが、たとえ立候補に繋がらなくても
育てていく過程で町や議会についての理解が
深まると思う。

それは大事な考え方だと思う。

1【議会】 ○（議会）

誰が町の議員で、誰が議長なのかわからな
い。誰がやっていても同じだろう、関心がな
い。そういう人もいる。

1【議会】 ○（議会）

モニターとして議員の仕事を見てもらうこと
も大事だが、あまりに忙しいので及び腰に
なってしまう懸念もあるのではないか。とは
いえ、議員の仕事について知ってもらうよう
にすることは大事だと思う。

1【議会】 ○（議会）
ハラスメントについて入れていくとあるが、
何か問題が起きたのか？

そういうことではない。今後の環境整備の一
環として入れるということ。

1【議会】 ○（議会）

人数が少ないから委員会を一つにする、とい
う単純な話ではなく、そもそもどうして２つ
に分かれているのか？というところから考え
る必要があると思う。

当議会では常任委員会の活動を重視している
ので、今後も役割を果たせるように考えてい
く必要がある。

1【議会】 ○（議会）

昔は20数人の議員がいて、３つ４つと委員会
があったと聞くが、今は半分以下担っている
ので大変だと思う。

以前は自分の所属していない委員会のことは
よく知らないということがあったが、１つに
することで全議員で議論していけるので良い
のではないかと思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）
熊を捕獲した際の報償費は今いくらか？ 4万円ほどだったと思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊の捕獲数などを月１回など定期的に知らせ
てもらえると、安心に繋がると思う。１頭取
るごとに毎回知らせる必要はないが、定期的
な情報提供がほしい。

情報提供は大切だと思う。しかし、捕獲した
情報などを流すと保護団体などによる苦情で
対応が大変という側面もある。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊が出没した際の放送について、どこの地区
で出没しているのかわかるような内容にして
ほしい。詳細な位置までは必要ないが、せめ
て地区は知らせてほしい。頻繁に出没してい
た頃、最初は地区を知らせていたが、後から
地区を言わなくなり、どこで出たのかわから
ず不安だった。

情報の知らせ方を工夫することは必要だと思
う。

2【熊関係】 ☆（説明済）
吉岡地区で熊を捕獲したという話はあまり聞
かない。見かけたという話は聞くが。

見かけたとしても通報をしていない人もいる
のではないかと思う。見かけたという話は聞
いている。

2【熊関係】 ☆（説明済）
ハンターの専門員というのはどういう立場な
のか？

町の職員として専門の人が１名いる。

2【熊関係】 ☆（説明済）

ハンターに関する規制が厳しくなったことも
あり、昔に比べると免許を持っている人が少
なくなったように思う。

銃や火薬を使った犯罪が起きると、事件現場
が東京や九州などの遠隔地であっても、銃や
火薬の提出や確認を求められるなど、維持管
理の面で手間が増えていると思う。

5【除排雪】 ☆（説明済）

除排雪について、ごみ収集で回っていると普
段は通れる道も通れなくなっている場合があ
る他、車が壊れてしまう場合もある。実際に
壊れてしまった際に役場へ相談したが、「気
を付けてください」といわれるだけで補償な
どはない。除雪の基準を緩めるなど、より柔
軟な対応をしてほしい。基準未満だとして
も、踏み固められた上に積もるのを繰り返し
ていると、非常に走りづらい道になってしま
う。

議会として除雪費を減らせという話はしてお
らず、除雪費の追加補正についても止めるこ
とはしていない。

5【除排雪】 ●（町行政）

以前と比べ、除雪に関する反応が鈍い。建設
課が巡回しているのを見かけるが、役場の車
が走れるなら問題ないと判断されているので
あれば困る。荷物を積んだ軽トラなどでは走
れないことも多々ある。

２月会議で除雪費の補正予算が上程されると
思うので、その際に意見として伝える。

5【除排雪】 ●（町行政）

排雪してほしいと言ったが、予算がないと言
われた。福島側は排雪をやっているのに、吉
岡側はできないというのはおかしいと思う。

２月会議で除雪費の補正予算が上程されると
思うので、その際に意見として伝える。

5【除排雪】 ●（町行政）

聞いた話だが、道道の除雪については温泉の
あたりにカメラが設置されており、それを札
幌の方で確認して判断しているらしく、町も
それに合わせて動いているらしい。

２月会議で除雪費の補正予算が上程されると
思うので、その際に意見として伝える。

5【除排雪】 ●（町行政）
カメラの測定値と実測値がずれているという
話も聞く。

２月会議で除雪費の補正予算が上程されると
思うので、その際に意見として伝える。

6【防災】 ☆（説明済）

昨年の地震による津波警報ではメモリアル
パークに避難する人が多かったが、メモリア
ルパーク自体がそれほど広くないこともあ
り、すぐに一杯になってしまう。鉄道の管理
棟などは現在使われていないはずなので、そ
ういった場所を町で借り上げて避難時に使え
るようにできないか。

そういった場所は町ですでに借りている。た
だ、冬季の除雪が十分にできていないなどの
問題があるため、先日の委員会で避難計画に
ついて議論した際に町へ意見を伝えている。

6【防災】 ☆（説明済）

街灯が十分になく、冬は５時を過ぎると真っ
暗になってしまう場所もある。災害は昼夜を
問わずに発生するので、街灯を増やすなど夜
間の避難を想定した対策をしてほしい。

そのとおりだと思う。委員会でも同じ話題は
出ており、トイレなどの関係も含めて避難先
の整備や対応について検討するよう町へ意見
を伝えている。

6【防災】 ☆（説明済）

昨年の地震による津波で避難した際はメモリ
アルパークへ避難したが、ここは一杯なので
学校へ移ってくれと指示されたという人もい
る。

温泉も避難所として開放したという話も聞い
ている。

6【防災】 ☆（説明済）

地震、津波などの避難はまず高いところへ逃
げる短期的な避難と、被災したあと学校や体
育館に集まって避難生活をする長期的な避難
がある。一番最初の避難先となる短期避難先
をしっかり整備してほしい。メモリアルパー
クについても、昔は建物も少なく開けていた
が、今はそうではない。

冬場の除雪などについて考慮していく必要が
ある。

6【防災】 ☆（説明済）

支所も学校もそうだが、夏場に避難した場
合、熱中症になってしまう。そういった面の
整備も必要だと思う。

議会としても町に対して意見している。

6【防災】 ☆（説明済）

メモリアルパークに車で避難したが、前後の
車に挟まれて身動きが取れなくなってしまっ
た。道路幅がそれほど広くなく、道路の真ん
中に停める人や大型車両などが来ると思うよ
うに避難できない。

一方通行にするなど工夫が必要だと思う。以
前は徒歩での避難が原則とされていたが、今
は高齢化が進んでいるので車を使わざるを得
ない。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

6【防災】 ☆（説明済）
学校に避難したが、階段で上の階に上るにも
足腰が弱くて上ることが難しかった。

福島の小中学校でも避難した町民から同じ話
を聞いている。車椅子利用者の避難なども含
めて考えていかなくてはならない。

6【防災】

避難をする際に美山の人たちにも呼び掛けた
が、避難しなかった。住んでいる場所によっ
ては避難先が自分の家よりも海抜が低い場合
などもあり、戸惑うのかもしれない。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.4 (水) 18:03 ～　19：02
対象地区 白符（白符町内会館）
参加議員 平沼議員、木村議員、溝部議長（事務局：熊谷）
参加者数 ２人（男２人、女０人）

〔対応凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ☆（説明済）

10人が9人になってどうなるのかがわからない
から何も言えない。
どういう役割で仕事しているのかがわからな
い。

委員会構成について説明。

1【議会】 ○（議会）
以前議員だったが、復帰しろと言われてもも
う難しい。

新しいなり手を探しているが、なかなか良い
返事はもらえない。

1【議会】 ☆（説明済）

定数について、人口が減ったから減らすとい
うような話ではなく、どういう形にして議会
というものを構成して行ったらよいのか、議
会ではどういう考え方を持っているのか？

行政から出された案件を協議するにも議員の
人数はある程度必要だと考えている。町内会
長か、町内会を代表する方々になっていただ
くという方向性になるのではないかと思う。
なり手もいない、人数もいない中では大胆な
考え方も必要では。

1【議会】 ☆（説明済）

単刀直入に言うと、もしも自分が議員をやっ
ていたとすれば80代にもなって議員をやって
いるのか？という話になる。次の選挙になる
と、ほとんどそういう人たちは立候補できな
いのではないか？という形になっていくと思
う。それをどういう風な形で大熊町などみた
いなまちづくりをするのか？という議論を議
員の人たちがしていかなくてはならない。若
い人たちが話をできる、集まれる議会という
ものを作れるのか、作ろうとするのかという
ことが必要。日曜、土曜だとか、若い人たち
も出られるような議会を作るとかなんとかし
ないとダメ。人数だけで決められるという風
になってしまう。若い人たちが引っ張って
行ってやるのであればよいと思う。

おっしゃることはわかる。対策をとっていく
必要があると思う。

1【議会】 ☆（説明済）

どうしても仕事を持っている人が議会の中に
いるというのは大変。仕事しながらでも議員
がやれる、そういう議会を作ってくれれば良
い。いろんな人のいろんな考えで議論をして
いくにあたって、ある一人の人がすべて仕切
るのではなく、何人も交代しながらでもその
町を作っていくという風な人たちを作り上げ
る、育てればよいと思う。若い人方を引っ
張っていくような議会環境を作らないとと思
う。

今働いている人たち、たとえば漁業者の状況
を見ていると、議員はやっていられない。
　例えば繁忙期は休んでも良いという形をと
れないかということも話をしているが、それ
はまだ議会の中で決まってはいない。あくま
で一つの意見としては話題になっている。
　経営者側であれば多少時間の融通は効く
が、雇われている側ではそういうわけにもい
かない。

1【議会】 ○（議会）

組合は土日休みなど働き方も少し変わってき
ている。そうなってくれば、議員に出られる
ような人もいるかもしれない。

まったく興味がないということでもないとは
聞く。出られるような仕組みづくりは必要だ
と思う。定数は次期改選期までにはっきりさ
せたい。来年の今頃、町民懇談会で報告する
形になる。

2【熊関係】 ☆（説明済）
白符で起きた事故の熊が分かってよかった。

2【熊関係】 ☆（説明済）

最近熊の出没はないが、津波避難場所上辺り
に鹿が食べられた跡などがあり、熊に食べら
れたのではないか、近くに熊がいるのではな
いかと不安と近所の人方から声が上がってい
る。

シカの数もかなり増えていると新聞報道され
ていた。

2【熊関係】 ☆（説明済）
シカは繁殖力がすごいので、食肉にもしたら
いい。美味しいと聞いた。

ジビエについて木古内町・知内町を例に説
明。

6【防災】 ☆（説明済）

津波対策の避難路計画が、道から派遣されて
来た人と業者の人達との考え方が最初にやっ
た話と違う。
最初はどこに逃げたらいいかという話だった
のが、川を境に吉岡・福島へと避難するよう
言われた。過去の奥尻や秋田沖の津波を経験
している人も多い。自分達の持論や昨年のカ
ムチャッカ半島の地震による津波といったも
のを念頭に避難の話をやっているように思
う。自分達としてはすぐそこの神社や、この
辺りでも海抜６mくらいのところに逃げればい
いのではと思う。車があって移動できる人の
考え方だ。

今やっている計画は日本海溝・千島海溝の地
震を中心にやっていることについて説明。
　避難先の選定については議会からも委員会
で町に対して意見をしている。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

6【防災】 ☆（説明済）

町の方で委託している業者の人がそういうこ
とを言っている。最初の頃の話と今言ってい
ることが全然違う。そういう話を議会は全然
知らないのではないか。それでは議会として
問題があるのではないか。

議会に正式に発表されていない。

6【防災】 ☆（説明済）

神社の除雪は時々しているが常に登れるよう
な除雪の状態ではない。神社の階段を登れる
年寄りはいない。また、避難した先での水、
トイレ、暖房、そういったものを町の方で提
案できるようなものをお願いしますというこ
とを考えて言っているとおりでしょう。

先日、津波避難に関する委員会があり、計画
を策定して来年以降に順次整備していきます
という話だった。（委員会で説明のあった内
容を簡単に説明）

6【防災】 ☆（説明済）

地域の中でも神社の階段を上るのが大変、神
社方面まで行くルートをどうするかというこ
とを話し合っており、中には神社の左側の方
に階段を使わずに上っていける空き地とそこ
への道があり、そこの所有者は自分の土地だ
が避難する際などは好きに使ってくれて構わ
ないと言ってくれている。道路というより
も、人が1人2人通れる程度の道であって、道
路ではないが。

機会があれば一度見に行ってみようかと思
う。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.4 (水) 18：00～18：45
対象地区 上町、本町、川原町（役場：機能回復室）
参加議員 藤山議員、小鹿議員、杉村議員（事務局：鍋谷）
参加者数 ３人（男３人、女０人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ☆（説明済）
議会改革の特別委員会はいつから何回やった
のか？

令和６年度に設置し、これまで５回開催して
います。

1【議会】 ☆（説明済）

議論の結果は出たのか。議会だよりにはこの
懇談会で意見を伺うとあるが、他の会場から
意見は出たのか？

他の会場からは、良いんじゃないかといった
意見は出ている。

1【議会】 ☆（説明済）

特別委員会で出た方向性に諮問会議からの答
申も出ている。それに尽きると思う。
ここで、町民から意見が出たとして、内容を
見直したら、また諮問会議にかけるのか？

特別委員会の方向性は確定したものではな
い。この懇談会でこれとは違った意見等があ
れば見直すこともある。その際は改めて諮問
会議に諮問することになると思います。

1【議会】 ☆（説明済）

福島の人口の半分が女性なのに、女性議員が
いない、これで良いのかと思う。
女性議員がいるのが望ましいと思うが議員の
考えはどうか？

議会としても、そのとおりだと考えている。
個人的に声を掛けてはいるが、家族の理解が
得られないようで、良い返事はもらえない。

1【議会】 ○（議会）

女性が議員になることで家庭をどれだけ犠牲
にすることになるのか、それをバックアップ
できるのか考えるべきではないか。

意見として伺っておきます。

1【議会】 ☆（説明済）

難しいとは思うがクオーター制を導入した方
が良いのでは。福島町議会は先進的と言われ
ているし、少し乱暴に進めても良いのでは？

議論の中ではその話も出ているが、制度導入
のためには国の制度から変えて行く必要があ
り難しい。

1【議会】 ○（議会）

個人的に心配するのは、議員の年齢構成が高
いこと。昔は７０歳を過ぎると後進に道を
譲っていたと思う。自分もそうだが７５歳を
超えると時代に付いていけない。自ら先頭を
切っても良いのではないか？

意見として伺っておきます。

1【議会】 ○（議会）

個人的には、議員数は減らすべきではないと
思っている。報酬は議員として専従で生活で
きるだけの金額に上げても良いのでは、その
代わりそれに見合うだけの働きを見せて行く
必要がある。
委員会を一つに纏めるのは良いと思う。運用
で色々と考えているようだが、報酬を上げて
委員長がきちんと仕切れば良い。
いずれにしても、諮問会議の答申のとおり進
めて下さい。

意見として伺っておきます。

1【議会】 ☆（説明済）
議会を傍聴したい時は事務局に言えばよいの
か？

手続きはありません。見たい時に議場にきて
もらえば傍聴できます。

1【議会】 ☆（説明済）

議会中継を見ている人は結構いる。画質が低
いと感じているが、カメラ等を変える予定は
ありますか？

具体の計画はないが、今の機器は整備してか
ら８年以上経過しているため更新の必要は認
識しています。

5【除排雪】 ☆（説明済）
除雪の関係、国道との接続部分の見通しが悪
い。削ってもらわないと大変。

それは感じている。
議会からも伝えていきたい。

5【除排雪】 ●（町行政）
国道の排雪はいつ入るのか？ 今のところ情報はない。担当に伝えます。

5【除排雪】 ●（町行政）
空き家も多く、屋根の雪で危険なところもあ
る。役場で回ってチェックしてほしい。

会長が確認して役場に連絡する町内会もある
ようです。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.5 (木) 18：00～19：21
対象地区 日向１、日向２、日向３（日向町内会館）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長（事務局：角谷）
参加者数 5人（男5人、女0人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

前回は選挙が行われ、10人体制でスタートし
たが、後半には1名が勇退し9名体制となっ
た。今回の選挙では定数割れとなり9名でのス
タートをしている。こういった経過を踏まえ
て定数の議論をするのであれば、1歩踏み込ん
で9名を基準として1名減じて8名とするという
話になるのではないかという印象を持ってい
た。

定数を8名にしてはどうか、という意見は特別
委員会でも出されている。

1【議会】 ○（議会）

歳費について、各町の議会改革の状況を見て
いると、もっと上げても良いのではないかと
思う。若い人が仕事をしながら議員活動をす
る場合、少なからず仕事を減らす必要が出て
くる可能性があり、そのことにより収入が
減った場合、議員報酬でカバーできれば多少
は安心して両立できるのではないか。

そういった考え方もあると思う。実際に近隣
町でも報酬を増額するという動きがあるほ
か、議会改革の先進自治体である栗山町でも
なり手確保のために大幅な増額を行ったとい
う話も聞いている。ただし、当町の場合は福
島町方式という形で町長の給料を基準とし、
議員の活動日数に基づいて算出しているため
単純に増額するという形をとるのは難しい。

1【議会】 ○（議会）

議員のなり手について、諮問会議からの答申
に「初めから議員のなり手を期待されてしま
うことで応募に躊躇している人が多いのでは
ないか」とある。国会議員は自分の考え方や
地盤を後継者に引き継ぐ、ということが普通
にあるが、町村議員はそういったことがあま
りないように見える。一人ひとりの議員がそ
れぞれの分野の中で自分の後継者となりうる
人を育てながら活動する方法と、それとは別
で視野を広く持ち、町内全体に対しても呼び
かけをしていく、という２つの対策を車の両
輪のように進めていく方法は考えられない
か。
国会議員の2世議員などは幼いころから親が議
員として活動する姿を見て育っているからこ
そ、スムーズに議員としての活動ができる。
そういった視点を町村議員でも持っていかな
くてはならないのではないか。

後継者を探して育てるにしても、現在の歳費
ではやってもらえるのだろうか、という話も
議論の中では出ている。

1【議会】 ○（議会）

ハラスメント対策の関係は、新しい条例を作
るにしろ、現在の条例に項目として追加する
にしろ効果としては変わらないので問題ない
と思う。

1【議会】 ○（議会）

常任委員会を一つにするというのは、今でも
委員外議員という仕組みをもっている。しか
し、心配なのは今２つの委員会で分けている
案件をそのまま１つの委員会ですべて対応す
る、という話ではなく、対応すべき案件を
もっと絞って減らす必要があるのではない
か。会議の回数が多いことが負担に感じると
いう話も聞く。例えば毎年定例的にやってい
るもので、資料の内容を確認するだけで終わ
るような決まりものは報告程度で済ませて、
本当に議論が必要なものについて議論する、
というように見直していく必要があるのでは
ないか。

２つの委員会を１つにするということは、か
なり負担が大きくきつい状態が続くのではな
いかと感じている。昔は、常任委員会はそれ
ぞれの分野の専門にならなくてはいけないと
言われていた。その考えでいくとすべての専
門にならなくてはならないということであ
り、相当な負担になると思う。常任委員会で
の調査事件や本会議での議決事件の基準など
についても議会基本条例で定められている
が、現在の状況を踏まえて見直すべき段階に
来ているのかもしれない。

1【議会】 ○（議会）

福島町議会は他の議会と比べても上位にある
といわれているが、人口が減り、職員が減
り、議員も減っていく中で、今まで作り上げ
た体制、やり方を維持するべきなのか、規模
に合わせてスリム化していくべきなのか、自
分の中でも答えがでていないが、考えていく
べきではないか。

1【議会】 ○（議会）

議員を1名減らすということは、その分だけ町
民の声が議員に、町に届き難くなるという弊
害がある。役場の職員数も随分と減り、外勤
すら満足にできないという話も聞く。現場の
声を集めることが昔のようにできないのでは
ないか。先ほど8名にしてはと言ったが、それ
は「突っ込んだ議論をしたのか？」という話
であり、町民の声を町に届けるという議員の
役割を考えると9名が妥当だと思う。

議員の活動日数は大体116日となっており、そ
れが新たに立候補しようとする人にとっては
高いハードルになっているのではないかと思
う。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

年間の活動日数からすると、単純計算で3～4
日に1回会議に出ることになる。雇用されて働
いている人などはとてもじゃないが対応でき
ない。会議の回数を減らしてでも、その分は
町を歩いて町民の話を聞いて回るなど、目に
見えない活動の日数が多くあるんだ、という
考え方をしても良いのではないか。

1【議会】 ○（議会）

歳費の根拠としている福島方式で使っている
議員の活動日数の捉え方について、もっと柔
軟に考えてみても良いのではないか。

1【議会】 ○（議会）

行事の出席なども分担制にしてみてもよいの
ではないか。行事に出るばかりが議員の仕事
でもないだろう。

町内でのイベント出欠状況について議員間で
も揶揄されたり、町民からも議員は行事に顔
を出さないと言われることがある。

1【議会】 ○（議会）

去年の懇談会でも述べたが、議員の世襲、後
継者育成について考えるべきだと思う。ま
た、産業系、例えば養殖コンブ部会から議員
をだしてもらうなど、そういったことを考え
てもらう必要がある。

1【議会】 ○（議会）

若い人達が仕事をしながら議員活動をすると
なると負担が大きいので、常任委員会の件数
や審議時間の短縮を考えると２つの委員会は
必要だと思う。議員の側からもっと負担軽減
について働きかけた方が良いのではないか。

常任委員会で調査している案件は現在２つの
委員会で25～30ほどあるが、１つの委員会で
このままの件数を対応すると、委員長の負担
が相当大きくなる可能性があり、特別委員会
でも議論をしている。ただし、常任委員会を
少なくした方が負担は少なくなるが、常任委
員会を数多くやっているから本会議がスムー
ズに進むというメリットもある。

1【議会】 ○（議会）

本会議では、常任委員会で議員が内容につい
て理解しており、質疑なし賛成多数で終わっ
ている。しかし、本会議をスムーズに進める
ために常任委員会があるという考えを、本会
議で議論がぶつかっても良いという方向に変
えても良いのではないか。今後のなり手や受
け皿づくりのためにはそういった考え方の転
換も必要なのではないか。あまりにもスムー
ズな本会議なので拍子抜けする。

他の町では常任委員会が少なく、本会議で
様々な質疑や意見交換が行われ、審議時間が
かかっている。
常任委員会で調査していある案件は議会から
見て調査するべきと判断して調査しているも
のもあれば、町側からぜひ調査してほしいと
持ちかけられる案件もある。議会としては常
任委員会で理解を深めて本会議で審議をする
という考え方を持っているが、本会議で質疑
や意見交換が何も出ない状態を町民が見る
と、何を議論しているのかわからない、とい
う側面もあると思う。

1【議会】 ○（議会）

毎年懇談会をやっており、これまでも何度か
参加しているが、日向だけでも100人以上の人
が住んでいるのに、たった5人しか人が来な
い。せっかく各町内を回るのであれば、それ
ぞれの地区に合わせて関心が持てるような
テーマを設定して参加を呼び掛けるなど、一
人でも多くの参加者が集まり、多くの意見を
聞けるような方策を考える必要があるのでは
ないか。それぞれの地区で困りごとや事情は
違うはずで、何かしら思っていることはある
のではないか。まったく何もないということ
はないと思う。
　ただ、毎年同じようなことを言って、ただ
来てください、何かないですかと言われても
人は来ないし意見も出ない。

議会としても町政懇談会や町内会要望などで
町内会から町へ出された意見には目を通して
いるし、町内の団体などに声をかけて懇談会
を行うなどして町民の声を聞くように心がけ
ている。

1【議会】 ○（議会）

若い立場から言うと、若い人たちは町の仕組
みや決まり事が議会で決まっているというこ
とを知らない。例えば、国道の排雪は以前は
１シーズンで２回ほど来ていたが、今は１回
しか来ていないし、今シーズンはまだ来てい
ない。みんな不便だと思っているが、そうい
う時は役場に対して苦情を言うくらいしかで
きない。しかし、大元の決まりや仕組みを決
める、変えるというのは議会だということを
知らない。なので、自分たちの希望をかなえ
てくれるのは議会であり議員なんだというこ
とを子供たちに伝えていくということを続け
ていくと、議員という職業が子供たちにとっ
て夢のある仕事だと見てもらうことができ、
将来的に担い手が出てくるのではないかと思
う。

去年中学校に出前授業を行った。昔は小中学
生の頃に行政や議会と暮らしの結びつきにつ
いて触れる機会はなかったように思う。今回
の出前授業もそうだが、即効性のある対策で
はないが、将来的なことを考えると非常に大
切な視点だと思う。議会や行政が身近なもの
である、ということを感じ、理解してもらえ
るようにすることは重要なので、議員に言え
ばどういうことができるのか？ということを
町の皆さんにわかってもらえるように議員間
でも議論をしている。

1【議会】 ○（議会）

議決された議案は町広報にも簡単に載ってい
るが、議会だよりでは詳細がわかるのであり
がたい。

議会だよりでは議案について詳しく載せられ
るので活用してもらえれば。

5【除排雪】 ●（町行政）

日向～慕舞の国道の除雪について、道幅が狭
くなっているなど状態が悪いが、今日は１度
も除雪に入っていない。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）

福島はゴミが多いと聞くが、終活などで親や
祖父母の家を整理する中で粗大ごみが多く出
るという面があると思う。不用品の買取など
もあるため、町で信頼できる業者を指定して
もらい、粗大ごみとして出す前に買取の可否
を確認してもらうという方法も考えられるの
ではないか。

そういった方法もあると思う。ゴミの減量化
については町でも様々な対策を講じている
が、決定的な対策が見つかっていない。町と
しては生ごみが多いという認識であり、ゴミ
として出す前に一絞りして出すようにという
呼びかけや生ごみ処理機の購入助成などを
行っている。
千軒のゴミ処理場で福島から改修されたゴミ
の一部を確認したが、ビン、缶、ペットボト
ルなどを洗わずに出されているためリサイク
ルできずゴミとして処分されている。福島は
特にそういった分別の不徹底や良くない捨て
方が多いという説明を受けた。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）
町内会でごみの減量化について町から説明を
受けた際も、そういった説明を受けた。

きちんとしているつもりでも不十分な場合も
あるということが議員の間でも話題となっ
た。

7【環境・インフ
ラ】

☆（説明済）

（渡島廃棄物連合議会にて、将来的には北斗
のセンターへの持ち込みではなく、四町で新
たにゴミ処理場を建設した方がトータルのコ
ストダウンになるという話が出ているという
平野副議長からの話を受けて）かなり大規模
な事業になるのでは？

もしそうなれば間違いなく大事業になる。た
だし、まだ具体的な話は出ておらず、将来的
にそういった話が出てくるかもしれないとい
う段階。そうなった場合は減量化対策につい
て今よりももっと努力していく必要に迫られ
る可能性がある。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.5 (木) 18：00　～　19：15
対象地区 館崎１、館崎２・３（館崎２・３町内会館）
参加議員 平沼議員、木村議員、溝部議長（事務局：熊谷）
参加者数 12人（男8人、女4人）

〔対応凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）
昔、吉岡村が独立して存在していたころは村
会議員が各町内会に１人ずついた。

当時は人口も多かった。

1【議会】 ○（議会）

福島町と松前町の合併という話が合った時、
福島町と松前町で議員をそれぞれ何人ずつ出
すか、という話のときに福島は何人要望した
のかあのときで１０人だったと思うが、当時
から８名という話はあった。

合併議論のときは対等の形でやったらどうか
というのが福島の考え。人口割にしてしまう
と松前の方が人口が多いので松前の意見が通
りやすくなってしまう。なので、対等な形で
対応しましょうということで話をしていた。
（合併協議当時の議論や状況について説明）

1【議会】 ○（議会）
１０人が８人になると、大変だという話を聞
いた。

議員が大変なのもそうだが、十分に議論が煮
詰まるかという問題がある。

1【議会】 ○（議会）

女性議員がせめて１人は欲しい 以前在籍していた議員が亡くなってから女性
議員がおらず、女性の視点での意見や質問が
ない。子供たちや家庭の問題については女性
の視点というのは大事だと感じる。

1【議会】 ○（議会）

定数が何人がいいのかはわからないが、選挙
がないというのはよくないと思う。町民から
選ばれた人が町のために頑張ってくれるので
あれば町民としていいと思う。

昨年の懇談会でほかの地区を回った時も、若
い人たちは水産や農業など専門分野をやって
いる人というのがいない。今の議会でも佐藤
さんが農業をやっている位。昔は組合長など
がいたが、今はいない。

1【議会】 ○（議会）

地域にいる一生懸命やってくれる人や人気者
がいたように思う。

昔は岩部や浦和、日の出など各地区から議員
が出ていた。地域の人が応援するなどバック
アップが必要。

1【議会】 ○（議会）
４０代など若い世代がいない。役場職員以外
だと全然いない。

今の状況だと１０年もたない。

1【議会】 ○（議会）

町民の意見を町に反映させるためには議員が
必要なので、そういうことを考えれば定数は
１０人でもいいと思っている。それだけちゃ
んとした考えをもっていなくてはいけないと
思うが。

1【議会】 ○（議会）

人口が減ったからといって議員の数を減らす
というのは意見が偏ってよくないんじゃない
かと思う。なので、最低限確保するというの
は賛成する。９人賛成。

1【議会】 ○（議会）

水産関係、議員自身が現場を知っている人で
はないと、突っ込んだ議論ができない。

専門でない分野はどうしても又聞きになって
しまう面がある。
各産業団体などに声をかけているが、仕事と
の両立が難しいなどで良い返事はもらえてい
ない。

1【議会】 ○（議会）

水産のことでもなんでもそうだが、実際にど
ういう風にやっているのかということは現場
に足を運ぶ、顔を出すということをしていな
いと一般的な話しかできないのではないか。

現場に足を運ぶことは重要だと思っている
が、なかなか十分にはできていないのが実
態。

1【議会】 ○（議会）

なり手がいないというのは福島町だけではな
く北海道全体で同じような話がある。なぜな
らなくなったかというと、やはり面倒くさい
ということがあるのではないか。

出てやるか、という気持ちだと面倒くさいだ
とかそういう気持ちが出るが、地域のために
やりたいと思えば仕事やりながらでもやろう
と思えるのではないか。

1【議会】 ○（議会）

しかし、地域のためにという気持ちだけで頑
張れるような人は少ないのでは。

生活を重視して、休みは家族と過ごすなどそ
ういった暮らし方が一般化しているのもある
のかもしれない。

1【議会】 ○（議会）

中学校で地方自治を学ぶとかそういったこと
はよいので、子どもたちに教えていくという
ことは大事だと思う。

中学３年生は１５歳、１０年後には選挙に出
られる、そういう話もしてきた。

2【熊関係】 ☆（説明済）
館崎で熊の足跡を見つけて、役場に連絡しハ
ンターさんに確認してもらっている。

函館で出たという話もあるが、十分注意して
ください。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

4【産業観光】 ☆（説明済）

メモリアルパークはどこで管理しているの
か？観光客などからどこにあるのかと尋ねら
れることがあるが、雑草などがぼうぼうと伸
びており、期待したようなものになっていな
いように思う。以前町に質問したことがあり
やっているというが、まだそのままらしい。
特に花見時季の観光客に場所聞かれることが
多いので、草刈りの対応をお願いしたい。

年に何度か草刈りの対応はしている。

4【産業観光】 ☆（説明済）
天皇陛下の歌碑などがあるのに粗末だ。 一連のメモリアルパークに関する内容は確認

して言うべきことは伝えます。

4【産業観光】 ☆（説明済）

竜飛をまっすぐに見えるという話で作ったは
ずだが、草むらが茂っていて見えなくなって
しまっている。

一連のメモリアルパークに関する内容は確認
して言うべきことは伝えます。

4【産業観光】 ☆（説明済）
メモリアルパークに函館山のように望遠鏡を
つけてほしい。

一連のメモリアルパークに関する内容は確認
して言うべきことは伝えます。

4【産業観光】 ☆（説明済）

記念碑のある高台との境目にガードレール
（柵）がないので、落ちるのではないかと心
配。安全のための柵がほしい。

一連のメモリアルパークに関する内容は確認
して言うべきことは伝えます。

4【産業観光】 ●（町行政）

町政懇談会でも話した内容だが、陥没箇所が
ある斜路に砂利を上げてもらったが、処置す
るまでそのままにしていたら時化で流され
た。去年７月にも再度お願いしたがコンブ時
期だから後でと言われてそのまま。その後、
予算がないと言われた。もう１年も経つ。

担当課に確認し、しっかり伝えます。

6【防災】 ☆（説明済）

テント式パーテーションというのはどういう
ものか？すべて囲うテントなのか、屋根だけ
のものなのか。何のために購入したものなの
か。

避難用に購入したもので、すべて囲って
チャックで開閉できるようになっている。災
害で避難した際にプライバシーの確保ができ
ないという課題があり、その対策として購入
したもの。

6【防災】 ☆（説明済）

メモリアルパークに避難したが、トイレで苦
労した。シャッターがしまっていて使えな
かった。

水洗トイレなので冬は使えなくなっている。

6【防災】 ☆（説明済）

メモリアルパークのトイレについて。誰が
やったのかわからないが、しばらく前から壊
れてしまっている。雪が降る前からずっと工
事している人たちがいるが、役場に言っても
直してくれず、今に至る。津波警報の時は
困った（7月末）。役場が適切な処理をしてお
けば使えたのでは。冬に止めるのは知ってい
るが、その前から使えなかった。役場に言っ
ても直してくれない。

それは明日にでも早急に役場に連絡をするべ
きだ。早急に役場に言い確認します。

6【防災】 ☆（説明済）

メモリアルパークトイレ、女子トイレ２つあ
るうち１つは使えたが、シャッターが下され
ており、故意に壊したわけではないが大事に
使ってください。と張り紙されていた。（７
月末）

緊急時の避難場所としてＪＲの駐車場もトイ
レも使っていいことになっている。ただ、街
灯がない。

6【防災】 ☆（説明済）

災害で避難したときに、ダンプカーがメモリ
アルパークにやってきた。狭い道路なので大
型車両が来るとほかの車も大型車両自体も身
動きが取れなくなる。

避難の際は大型車両が狭い道を通ると支障が
あるので、大きい道を通るようにするなど考
えるべきだと思う



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.5 (木) 18：00～18：50
対象地区 月崎１（月崎１町内会館）
参加議員 藤山議員、小鹿議員、杉村議員（事務局：鍋谷）
参加者数 8人（男5人、女3人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ☆（説明済）

議会改革の内容を載せているが、決まったこ
とだけでなく、今２つの委員会があることに
ついて、なぜ２つの委員会が必要だったのか
の説明等を知らせないと１つにする意味がわ
からないと思う。委員会が１つにするメリッ
ト・デメリットを知らせないと意見も出しづ
らい。

その点については説明不足だったと感じてい
ます。現状でも委員会はほぼ全員出ている状
況なので委員会を１つにしてもデメリットは
あまりないと思っています。

1【議会】 ☆（説明済）

委員会を一つにして委員長の負担が大きいの
であれば、それに見合う報酬にすればよいと
思う。その代わりやることはちゃんとやって
もらえればよい。

昨日の懇談会でも同じような意見が出てい
た。全国的な問題で報酬を上げた所もあるが
議員数を減らした所もある。
意見として伺っておきます。

1【議会】 ○（議会）

議会だよりは見やすくなったが、働いている
若い人は行政・議会に興味がないのが現実。
我々の年代であれば広報も見ようと思うが、
若い人は目線が違う。若者に目を向けさせる
工夫が必要だと思う。

我々もそれは感じており、色々考えているが
難しい。

1【議会】 ○（議会）

今回の議会だよりに熊を何頭とった等結果を
載せているのは良い。
町広報も議会だよりも、補助制度があるとか
条例を議決したとかは載せるが、その結果を
知らせないのは何故かと思っていたので。

大事な点だと思います。
今後の議会だよりの作成の参考にさせていた
だきます。

2【熊関係】 ☆（説明済）
今日のニュースで函館市でクマが出たと聞い
たが、福島町は大丈夫なのか？

そのニュースは聞いている。町内も気を付け
る必要があるが、おそらく大丈夫だと思いま
す。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊撃退スプレー、購入の補助等はないのか？ そういった補助はない。
町は昨年は事故後、広範囲を電気柵で覆う対
応を取り市街地に出てこないようにしてい
る。

2【熊関係】 ☆（説明済）

新聞では、札幌で熊を猟銃で打って警察に捕
まった件が報道されていたが、福島町のハン
ターは大丈夫なのか？

その件は札幌のゴルフ場で熊を撃つ許可を得
ていないハンターが、熊が出没している所に
行って撃ったので緊急性が認められないため
捕まったケースで、町内のハンターには当て
はまらない。

2【熊関係】 ☆（説明済）

福島町で熊を撃てるハンターは１名しかいな
いと聞いている。町はハンターを増やさない
のか？

現在ハンターは４名いるが、銃猟に対応でき
るのは１名となっている。銃猟のためのライ
フルを所持するには１０年程度経験年数が必
要なため、直ぐに増やすことは困難です。

2【熊関係】 ☆（説明済）

ゴミ出しの注意は、今年も続くのか。
生ごみをためておく問題もある。熊が家に
入ってくる危険もある。

ゴミ出しのルールは続きます。
熊に荒らされない頑丈なゴミステーションも
あるがかなり高い。

2【熊関係】 ☆（説明済）
熊対策として昨年やったような草刈りは今年
もやってもらえるのか？

行うと聞いています。

2【熊関係】 ☆（説明済）
青少年交流センターの門限は何時なのか？高
校生も不安では？

１０時と記憶しています。

4【産業観光】　 ☆（説明済）

道の駅、何年か前に移転するような話も出た
と記憶しているが、その後どうなったのか？
たまにトイレに入ったりしているが、トイレ
の数が全然足りないと思う。

移転の話は今は止まっている。
昨年から管理を「まちづくり工房」にお願い
し、建物もリニューアルして好評を得てい
る。
トイレの数については、そのとおりだと思う
が数を増やすのは立地的になかなか難しい。

9【その他】 ☆（説明済）

第２青函トンネルの情報、今の動きを教えて
ほしい。

国会議員、道議会議員、青森県今別町など機
運は高くなってきているが、北海道全体の熱
量は低い。知事も札幌延伸が第１優先で第２
青函はその後という認識。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.6 (金) 17：54～19：03
対象地区 月崎２（月崎２町内会館）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長（事務局：角谷）
参加者数 7人（男3人、女4人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

議員の間で確認が済んでいるのであれば、町
民が何を言ったからといって変わらないので
はないか

そういうことではない。例えば定数につい
て、今回の懇談会で９名という方向に対して
反対意見が多ければそれを踏まえて委員会で
協議していくことになる。これまで回ってき
た地区でも様々な意見をいただいている。

1【議会】 ○（議会）

議員は少ないよりも多い方が良いと思う。な
ので、１０人以上いても良いと思っている
が、それで定数に足りずに定数割れになって
しまっては良くないので難しい。

他の地区でも議員が多い方が民意を伝えやす
いということで多くいた方が良いという声は
ある。

1【議会】 ○（議会）
女性議員は今いないのか？ おりません。

1【議会】 ○（議会）

追加募集して応募のあったという２名の内１
名でも女性はいるのか

２名の内、１名は女性です。自主的な応募は
なく、議員一人ひとりが声掛けをして応募し
ていただいた。

1【議会】 ○（議会）
議員に定年などの考え方はないのか。 ありません。そういった制度を作ってはどう

か、という意見はある。

1【議会】 ○（議会）
思い切って歳費を倍増する位大きく上げたら
立候補者がたくさん出てくるのでは。

可能性はあると思う。

1【議会】 ○（議会）

現在の歳費２１万程度では、議員専任として
暮らしていけない。最低賃金さえ下回ってい
るのではないか。

他の地区でも歳費を上げた方が良いのではな
いかという声はある。若い人や子育てしてい
る人は生活していけない。今の議員は皆年金
収入や他の仕事を持っているので生活してい
けている。

1【議会】 ○（議会）
若手に立候補しろと言っても、今の給料より
も低い歳費額では立候補しないと思う。

そういった声もある。道内の栗山町では若者
の立候補を促す狙いで大幅な増額を行ってい
る。

1【議会】 ○（議会）
議員はボランティアという考え方はないの
か。年金生活者の方が大変。

昔は、議員は名誉職という考え方もあった
が、今はそういった考え方ではない。

1【議会】 ○（議会）
責任はある、お金は出ない、というのは大変
だろうと思う。

議員の活動日数は年間１１８日位となってお
り、会議の回数も多い。

1【議会】 ○（議会）

年間で生まれる子供が１０人を切った。見る
見るうちに子供が減っていく。知内や北斗で
は婚活など、少子化対策の中でも出会いの場
を作る事業に力を入れているが、福島ではそ
ういった事業がない。子供を産んだ後のこと
も大事だが、その前の部分も大事ではない
か。外国人がいなければ産業が成り立たない
ようでは大変な状態である。第２青函トンネ
ルの工事が始まるなどすれば状況は変わるの
かもしれないが。

今後も一般質問などで訴えていきたいと思
う。

1【議会】 ○（議会）

第２青函トンネルの件はどうなっているの
か？

国会議員でも第二青函トンネルに関する議員
の協議体が作られるなど、福島町以外でも少
しずつ進んできており、北海道や青森でも議
員が動いているので、今後はより動きが進ん
でいくのではないかと思う。ただし、道内で
は北海道新幹線の札幌延伸の遅れ対策が優先
されている。

2【熊関係】 ☆（説明済）

７月に出没した熊は自宅のそばで駆除され
た。駅伝のコースでも出没していたことや目
撃情報からして、ニュータウンから降りてき
ていたように思う。電気柵が設置されたこと
で安心感があったが、今後も電気柵の設置と
草刈りを町内会として町に要望しているの
で、議会でもバックアップしてもらいたい。

議会としても熊対策として電気柵の設置と草
刈りの実施は継続的に対応するよう町に意見
している。国の予算措置などが強化されてい
るので、これまで以上にしっかりと対応して
いく必要があるが、人員不足などの課題もあ
る。より効果的な対応のためにも、各地区か
ら議員や町に対して遠慮なく情報を提供して
もらいたい。昨日も館崎地区で熊の足跡が目
撃されたという話もあるので、引き続きゴミ
出しのルールを徹底するなど注意してほし
い。

2【熊関係】 ☆（説明済）

電気柵を設置するのはよいが、電気柵につい
ての説明や注意書きが不足しているのではな
いか。子どもたちが誤って触れると大変なの
で、注意書きや危険性の周知を強化してほし
い。
学校では子どもたちに電気柵の注意点や危険
性を伝えているのか。

瞬間的に大きな電気が流れる仕組みであり、
触れると危険なのは間違いない。教育委員会
を通して学校に伝えるよう話をしておきま
す。
→2/8　教育委員会事務局長に確認。学校では
子供たちに電気柵に触れないよう注意を呼び
掛けているとのこと。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

6【防災】 ☆（説明済）

昨年の年末に防災関係で町総務課の職員等と
避難路などについて話し合いを行ったが、そ
ういった内容について議会では話を聞いてい
るのか。

議会でも先日常任委員会で説明を受け、議論
している。

6【防災】 ☆（説明済）

昨年夏の津波警報を受けてニュータウンにか
なりの人数が避難したが、水などの物資配布
も中々行われず、いつまで滞在していればい
いのか等の説明もなく、自己判断で動かざる
を得ず困った。

議会でもその点については議論し、意見して
いる。

6【防災】 ☆（説明済）

（学校跡地のグラウンドに避難場所を設ける
という議員の発言に対し）避難先の建物を創
るのはいいが、階段だと登れない人が多いの
ではないか。

自然な坂道やスロープなどをつける考えがあ
るようだ。

6【防災】 ☆（説明済）

ニュータウンが避難地域になっているが、会
館からニュータウンへ向かう小さな橋がボト
ルネックになっており、拡幅などの対応を要
望しているが、町からは対応は難しいと回答
を受けている。

議会としても避難先の整備について検討を急
ぐよう意見している。

6【防災】 ☆（説明済）

ニュータウンへの避難は月崎１、月崎２、塩
釜の３方面から人が来るが、道や橋の狭さが
ボトルネックとなり困っている。

以前も同じような話があり、土地所有者との
関係などもあり大幅な拡幅はできなかったも
のの、時少し拡幅をして現在に至っている。
しかし、昨年２回ほど大人数が避難したが、
多くの人が車を使って避難している。また、
橋の拡幅については月崎１からも要望してい
る。

6【防災】 ☆（説明済）
ニュータウンに避難した際、公衆トイレなど
はないため、個人宅のトイレをお借りしてい
た。

避難先のトイレ整備についても議会で議論
し、町へ意見している。

6【防災】 ☆（説明済）
トイレカーはどこに設置するのか？ 普段は役場裏の車庫に駐車しているが、災害

発生時は必要な個所に自走し、使用する。

6【防災】 ☆（説明済）

月崎２会館横の橋のように狭い場所も通れる
のか？

通れるはずだ。ただ、町内には狭い道も多い
ため、軽トラ型のトイレカーも用意する予定
だと聞いている。

6【防災】 ☆（説明済）

役場からは車での避難を推奨すると言われた
が、結果的に車で避難するのは時間がかかる
のではないか。

どこにどう避難するかにもよるが、狭い道や
渋滞による影響は考えられる。しかし、徒歩
での避難が難しい方を連れて避難するには車
が必要になる。

6【防災】 ☆（説明済）

橋の拡幅については何度も役場に要望してい
るが、難しいと言われている。

津波避難対策について国からの予算措置があ
るため、町単独で実施するのとは事情が異な
る。町ではニュータウンを避難場所として指
定している以上、避難場所まで行く道を整備
する必要があると考える。役場に対しては議
会からも伝える。

6【防災】 ☆（説明済）
避難場所としては学校が一番いいのではない
か。トイレもあるし、雨風の心配もない。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.6 (金) -
対象地区 塩釜、浦和、岩部（塩釜町内会館）
参加議員 平沼議員、木村議員、溝部議長、杉村議員（事務局：鍋谷）
参加者数 0人（男0人、女0人）

〔対応凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済〕

18時20分時点で参加者が居なかったため中止。
分 類 対 応 町民の発言 議員の説明



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.9 (月) 18：00～19：00
対象地区 緑町、丸山団地（福祉センター）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長、藤山議員（事務局：角谷）
参加者数 3人（男3人、女0人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

議会だよりは少しずつ読みやすくなっている
ように思う。町民の声などが載っているのが
良いと思う。

1【議会】 ○（議会）
何人が良いのかはわからない。

1【議会】 ○（議会）
渡島管内で、福島と同規模の自治体では議員
定数が何人になっているのか。

知内は維持、鹿部や松前は減らす方向と聞い
ている。

1【議会】 ○（議会）
道内で議員定数が一桁という町はどのくらい
あるのか。

それほど多くないと聞いている。

1【議会】 ○（議会）

あまりに議員を減らしすぎると議員活動が十
分にできるのか疑問がある。人数が少なく
なったから委員会を減らすという説明もあっ
たので。

人数が少ないことによる負担は大きい。

1【議会】 ○（議会）
委員会が一つになることで、会議への出席日
数が多くなり、議員の負担が大きいのでは。

負担が大きくなることは事実だが、仕方がな
いと思っている。

1【議会】 ○（議会）

初めから減らす方向で話をしているように聞
こえる。減らすというと所数精鋭など良く聞
こえる部分もある。しかし、様々な役割を担
い仕事をしていることを考えると、減らさな
くてもよいのではないか。国は減らす方向の
ようだが、国は国、町は町の事情に合わせて
考えれば良いのでは。

1【議会】 ○（議会）

歳費に関して、議員歳費だけでは生活できな
いという話もあれば、議員は名誉職だからと
低く抑えてきた経過もある。

福島では現在、福島町方式という形をとって
いる。上げるとしても簡単には上げられな
い。

1【議会】 ○（議会）
追加公募した諮問委員に女性はいるのか。 追加公募で応募のあった2名のうち1名は女

性。

1【議会】 ○（議会）

それはよいことだ。 諮問委員になった人が議員に立候補してくれ
るかはわからない。本人の考え方や家族の理
解が必要なので。

1【議会】 ○（議会）

給料が上がったからといって、簡単になり手
が増えるものだろうか

他の地区では大きく上げて全国公募のような
ことをしてみては？というアイディアもあっ
た。発案者は冗談だと言っていたが。

1【議会】 ○（議会）
高齢者は若い人を育てていくという意味で必
要だと思う。

高齢議員が多いと若い世代が非常に立候補し
づらいという声も聴く。

2【熊関係】 ☆（説明済）
今年、パークゴルフ場に熊対策の電気柵を設
置する予定はあるのか。

今年は予定していると聞いている。議会でも
町に対して設置するよう意見をしている。

2【熊関係】 ☆（説明済）

昨年設置した場所以外にも設置する予定はあ
るのか。

当初設置した分や、昨年中に追加で設置した
分の隙間を埋めるように設置していくという
話を聞いている。電気柵そのものは効果が
あった。

2【熊関係】 ☆（説明済）

電気柵の撤去時期が思ったよりも早いように
思うが。

設置時期や設置期間を具体的に今回答するこ
とはできないが、電気柵そのものは通年で設
置したままにできるものではないため、雪が
積もる前に撤去する必要がある。また、適切
に効果を発揮させるためにはこまめな草刈り
などの管理が必要。設置、撤去共に職員が対
応しており、相当な労力がかかっている。

2【熊関係】 ☆（説明済）
桧倉地区に熊用の監視カメラがついたとテレ
ビで報道されていたが、活用状況は。

監視カメラの映像を確認するなどしていると
思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊による人身事故が発生した際に、町が報道
機関からの質問に対し「経験があまりない」
という答え方をしており、仕方がないという
雰囲気に聞こえた。その後、熊の専門家やマ
スコミからは「もっと早い段階で対策ができ
たのではないか」と指摘されている。福島町
では白符での人身事故の他、千軒でも事故が
あるなど熊による被害がここ数年何度も発生
していたことを考えると、危機管理としてい
かがなものかと感じた。

熊の頭数自体が多く、捕獲や駆除を行っても
別の熊がそのエリアにやってくるような状況
がある。鹿の生息数も増えており、鹿がいる
場所には熊もやってくるという意識で対策す
るよう議会から町に対して意見している。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

2【熊関係】 ☆（説明済）

ここ数日、熊への注意を呼び掛ける防災無線
が流れるようになったが、熊の出没が落ち着
いていた時期は一切放送がなく、出没情報が
出てから放送という形で対応が後手で遅い印
象がある。議会から改善するよう話してほし
い。

先日、町内館崎地区で熊の足跡が目撃された
が、現在放送されている内容は「渡島管内で
痕跡が発見された」というもの。この点は改
善の余地があると思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊対策全般については今年度も強化する方向
で考えているということで、議会としても注
視しながら対応していく。ただし、熊対策を
行う場合、時には苦情電話が役場に殺到して
仕事に支障が出るといった問題もあると聞い
ている。

6【防災】 ☆（説明済）

津波等による避難指示の放送が日本語だけ
だったが、町内には外国籍の人たちもいる。
そういった人たちへの対応は考えていないの
か。英語で放送しろだとかそういうことでは
ないが。

外国籍の方々の多くは技能実習生などでまと
まって生活しており、町全体への対策という
よりも、ピンポイントで対応した方が効果的
だと思う。

6【防災】 ☆（説明済）

昨年の避難時は自分自身もどこへ逃げれば良
いかわからなくなった。ハザードマップや、
スマホで情報を見て逃げれば良いというが、
高齢者はスマホで確認したり、ハザードマッ
プを見たりできないのではないか。

行政だけで全てを完全に対応するということ
は難しいと思う。日常的に接する町内会や近
所の人たち同士で声を掛け合い話し合うなど
して情報を共有、周知していくしかないので
は。町でも様々な対策を行っており、町が果
たすべき役割もあるが、最終的には一人ひと
りの心がけが大切だと思う。

8【町内会】 ☆（説明済）

町内会役員のなり手もおらず、色々な役割で
人手を頼まれるが見つからない。

若い世代が昔ほど行事等に参加しないほか、
そもそも高齢化率が高くなっているという問
題がある。

9【その他】 ☆（説明済）

町で様々な支援事業を行っているが、町の財
政は大丈夫なのか。

多くの支援事業は国からの補助金などを活用
して行われており、町の一般会計から大量に
支出しているようなことはあまりない。その
ため、各種補助事業によって財政に影響が出
るという状況ではない。なお、財政調整基金
だけで10億以上あり、その他の基金も合わせ
ると20億近くあるため、今すぐに北見市や昔
の夕張市のような財政の危機的状況に陥ると
いう心配はない。ここ数年様々な大型の建物
建設が続いているが、その際に利用した公債
の返済についてもバランスをとりながら計画
的に行っており問題ない。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.9 (月) 17：55～19：06
対象地区 新栄町（新栄町集会所）
参加議員 平沼、木村、溝部、小鹿議員、杉村議員（事務局：鍋谷、熊谷）
参加者数 4人（男3人、女1人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ☆（説明済）
議会の運営、毎月開催しているのか？ 案件があれば開催している。今年度は７回程

度開催しており、今月も開催します。

1【議会】 ○（議会）
議会のこと、今日の説明のとおりで良いと思
います。

1【議会】 ○（議会）

行政と議会は違うと思う。
定数の問題は、議員は町民の声を聴いて町に
伝える立場なので減らすのは町にとってマイ
ナスになると思っているので９人とするのは
反対。
人数が減ると議会の運営もうまく行かないと
思う。

人数を減らすと声が拾いづらくなるのは、そ
の通りだと思います。

1【議会】 ○（議会）

議員の考え、町長や職員と議員は違うので上
げれば良いと思う。

今の報酬は諮問会議に諮問し答申をもらった
うえで決めているので、他町のように他が上
げたから自分の所も上げるといったことはし
ていない点は理解してほしい。

1【議会】 ○（議会）

議員報酬上げればやるって人はいないのか？
町のためなのだから、10名はキープ、歳費も
２～３万円程度上げて行かないと福島町のこ
れからが心配。

今の報酬では生活できないとは思っている
が、報酬は渡島でも高い方となっている。な
かなか難しい。

1【議会】 ○（議会）

産業の町。養殖コンブやってる若い人もいる
のだから、議長・副議長が組合に行ってお願
いしてくることも必要ではないか。

組合等にお願いはしている。
特別委員会では、漁業者等の繁忙期への対応
なども議論しているが、なかなか難しい問題
と認識している。

1【議会】 ○（議会）

女性議員は必要だと思う。
地域で推してあげれれば良いのだが。

諮問会議の委員には女性も若い人も居るが、
色々と障害があるようだ。特に女性は家族か
ら止められると聞いている。
海外のクオーター制のようなことができれば
良いが国も出来ていないので難しい。
先進地を視察したが、地域のバックアップは
必要と感じた。

1【議会】 ○（議会）

議会モニター、諮問委員を増やしているが今
言ったようなことを委員が役割を理解してい
るのかと思う。

議会モニターは実績があったので取り組んだ
が、公募しても応募がなく議員が声をかけて
集めている状況。会議等、色々と出てもらっ
ているが、難しいことは理解してほしい。

2【熊関係】 ☆（説明済）

町の対応は早かったと思うが、ハンターの問
題、もう少し居れば良いけど…
シカも最近多いようだ。先日は家の前で寝て
いたこともあるし、2回も3回も事故を起こし
ている人もいる。何らかの対策を考えないと

ハンターの問題はあるが、町も電気柵等で対
応している。
シカも山に食べ物がないのか街中に出てきて
いるのは感じている。
道で小さいシカでも居ればドキッとするし、
冬の今でもクマが出ていると聞いているので
心配している。

8【町内会】 ●（町行政）

会館の改修が今年予定されているが、特に厨
房の改修をお願いしている。月崎１の会館の
改修では改修後に実際に使ったら使いづらい
状態だったとのことなので、気にしている。
また、最近は集会等で集まっても椅子がない
と座れない状況になっているので、改修に合
わせて椅子とテーブルも整備してくれると助
かります。

行政に伝えます。言えば理解してくれると思
います。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.10 (火) 18：00～18：53
対象地区 三岳１（三岳１町内会館）
参加議員 佐藤議員、熊野議員、平野副議長（事務局：角谷）
参加者数 ２人（男２人、女０人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）
議員定数について、あまり議員を減らしてし
まうと活動が大変になると思う

委員会を一つにしなくてはならないなど、会
議の出席頻度が増えて負担は増えると思う。

1【議会】 ○（議会）

なり手がいないことがまず問題 議員だからということで町の行事やイベント
に出席する必要があるなど、会議以外の活動
負担もある。

1【議会】 ○（議会）
昔は三岳だけで議員が３人いた時代もあっ
た。

昔はタクシー代や日当が出ていた時代もあっ
た。今はそういったものは一切ない。

1【議会】 ○（議会）
議員年金などもあったが、今はなくなったと
聞いている。

その通り。だいぶ前になくなった。

1【議会】 ○（議会）
定数はとりあえず９名でいいのではないか。

1【議会】 ○（議会）

立候補してはどうかと勧められたことはある
が、雇われて働いている身では両立が難し
い。

若い人たちに立候補を呼び掛けても同じ反応
をされている。

1【議会】 ○（議会）
議会だよりは見やすくなってきている。 工夫して作っているのでぜひ読んでもらいた

い。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊対策で町内各地の草刈りを行ったが、あれ
は町の負担か？個人の所有地も刈っていたよ
うだが、所有者には連絡をしているのか？

個人の土地を勝手に対応することはできない
ので、連絡していると思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）
７月の熊事件を受けて自宅裏の草刈りをした
ところ、熊の足跡があり驚いた。

背の高い草が茂みになっていると、中に熊が
潜んでいてもまったくわからず怖いと思う。

2【熊関係】 ☆（説明済）

今年も草が伸びてきたらそこを通って熊が来
るのではないかと不安を感じるので、草刈り
は実施してほしい。

今年も引き続き実施する方向だと話は聞いて
いる。

2【熊関係】 ☆（説明済）

自分の土地に関しては草刈りなど管理できる
が、隣の敷地などは手出しができず草が伸び
放題になっている。

過疎の影響がこういったところでも出ている
ように思う。

3【教育】 ☆（説明済）
今年高校の寮に入るのは１５人と聞いた。 上限が１５人となっている。

3【教育】 ☆（説明済）
近所の子供が今年高校生になるが、福島商業
には入らず別の学校に行くときいた。

本人ののやりたいことによっては、外に出る
選択になるのだろう。

8【町内会】 ☆（説明済）
町内会の役員さえやる人がおらず、苦情はい
うものの役員を頼むと嫌だと言われる。

あらゆる分野で人出が足りなくなっている。

8【町内会】 ☆（説明済）

町内会そのものに入らないという人も増えて
きた。回覧板も何もいらないので会費も払わ
ないという。理由を尋ねたところ、その方が
楽だからという。高齢であっても構わないで
ほしいという人が増えているようだ。

8【町内会】 ☆（説明済）

春と秋の交通安全で街頭啓発を行っている
が、町内会の中でも立てない人がいると期間
に対して人数が足りず、同じ人が二回立つこ
とになるなど負担が多いという声や不満の声
がある。

8【町内会】 ☆（説明済）

国道沿いに立ってさえいれば良いのであっ
て、場所まで指定しなくても良いのではない
かという意見もある。少しわがままになって
きていると感じることもある。

身内に子供がいると感覚が少しは違うのかも
しれないが、町の子供が少ない。

8【町内会】 ☆（説明済）

交通安全街頭啓発は子供たちのためだけでは
ないという話はしている。先日、役場に対し
て街頭啓発の際は決まった場所に立たなくて
はいけないのかと確認したところ、そういっ
たことはないという回答をもらった。

この辺りでは木古内町がよく街頭に人が

8【町内会】 ☆（説明済）

この辺りでは知内がよく立っているのでは？
個人というより交通安全協会のような団体で
やっているようだ。

街頭啓発は自分自身も立っているが、子供は
数えるほどしかいない。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.10 (火) 17:57　～　19:03
対象地区 三岳２（三岳２町内会館）
参加議員 平沼議員、溝部議長（事務局：熊谷）※木村議員欠席
参加者数 ３人（男２人、女１人）

〔対応凡例：○議会対応、◎町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊、シカ、山鳩、ネズミそれぞれ被害が多い
ので電気柵を町の方で補助考えてくれない
か。個人的に電気柵９箇所（全部自費）やっ
ているが、全面的には厳しいので、役場にお
願いしたが出せないと言われた。

電気柵は確か貸出。札幌の小金湯温泉近くの
果物農園さんに聞いた対策方法を説明。
チューインガムをちぎってネズミの餌として
撒いて食べさせて糞詰まりして死んでしま
う。その他、仏壇等で使った残りのロウソク
を溶かしてナッツも混ぜる。ロウソクの成分
パラフィンがネズミの体内に入ると脱水症状
を起こして殺傷効果があると聞いた。それを
やってから見なくなった。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊は電気柵の下を掘っていく。昔の熊は逃げ
ていくが、今の熊は逃げて行かない。よだれ
を垂らしながら向かってくる。

福島としては去年の７月の事故があったの
で、また福島かと言われないためにもヒグマ
対策は積極的にやっているので、電気柵の件
についても聞いてみます。農業関係の方にも
少しでも補助できないか。

4【産業観光】 ☆（説明済）

農家で言っているんですけど、ネズミが増え
て困っているが、対策は何か考えているの
か。

ネズミ対策を考えている最中に熊騒ぎで話が
飛んだ。家庭菜園のイモが全滅。商売してい
る人は大変だと思う。良いと言われる対策は
色々試している。

4【産業観光】

千軒そば３町歩やっていて、今年の売上が１
万２千円しかならなかった。多い時は２００
万から３００万ある。

4【産業観光】

シカは８ｍとかの電気柵を簡単に飛び越え
る。仲間も呼ぶから３０頭とか頭数が多くリ
ンゴだとかサクランボが毎年大損害。

4【産業観光】
被害が多く、誰も農家をやりたがらない。
買った方が安くつく。

4【産業観光】 ☆（説明済）

畑をやめたいけど次やる人もいないし、そこ
を放置しているとシカ・熊の温床になってど
んどん来て山との境目がなくなる。

電気柵を町として補助を。一番いいのは団体
の方々に補助を出しやすい。個人ということ
になると、他から見ると不公平になるので、
団体的なものをもっと強固にしてもらって、
団体で町の方にお願いしてもらったほうがス
ムーズに進む可能性があると説明。

4【産業観光】 ☆（説明済）

福島は団体という感覚がない。後継者もいな
い。

漁業も同じ。養殖コンブを１つの企業として
やってみてはどうですかと提案しているが、
団体という感覚がない。まだそこまで危機感
がない。
同じ業者の人達で団体をきちんと強固なもの
にして、強固なものになった段階で町の方に
困っている旨を伝えて何とか補助というよう
な体制づくりがあれば。我々議会としても今
回お話を聞いたので、議会として実態をもう
少し町の方に届けて、電気柵の補助や何らか
の手配なり、当人のところに来て説明するな
どの方法を手助けできればと思う。議会が予
算を持っているわけではないので、やる・や
らないとこの場では言えないが、町へ伝える
ことはできますので。

4【産業観光】 ☆（説明済）

福島に魅力ある仕事がないと、福島で変わっ
たことをしたい。と高校生にアルバイトで
使ってくれないかと言われた。リンゴ娘でも
サクランボ娘とかそういうのがやりたいと。
農業で黒米だとかブルーベリーだとかやって
いるので農林課に聞いた。町が頭になって、
高校生に選別させたり全国に販売したりした
らいいのではと言ったら、町としてはそうい
うことができないと言われた。組合として
やっているので、それぞれ頭がいて役場では
できないし、頼めないと言われた。

町の特産品でもあればいいのだが。



分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

4【産業観光】 ☆（説明済）

試験的に２，３０本ですけどポポーという果
物を作った。バナナみたいにすごく甘い果
物。始めてから１０何年で実がなって、それ
を森林組合に行って試食してもらったら、す
ごくおいしいし道南で誰もやっている人がい
ないから広めたほうがいいと言われた。数を
増やしてできればハウス事業でもやっていこ
うとしたが、馴染みもないし、作っているの
は俺だけ。色々試験的に作って、もっと特産
品にすればもっと若い人達もどんどん仕事が
増えていいかなと思うんだけど。

町の特産品でもあればいいのだが。

4【産業観光】 ☆（説明済）

千軒そばは継続していきたい。 佐藤議員を飛び越えて農業等の話はできない
ので、佐藤議員にこういう要望が出たという
ことを確認しながら、町側と協議したいと思
います。

5【除排雪】 ☆（説明済）

６時半頃、開発が除雪したあとの残雪（硬く
て重い）を町の方で入ってくれると助かるん
だけど。専門的な機械持っている人と持って
いない人がいる。

三岳には専門的な機械持っている方々多いの
では？開発の人も朝早くからで大変。お互い
に理解しあいながら過ごさないと。

5【除排雪】 ☆（説明済）
排雪してくれないと雪を捨てる場所がない。 今年はどこも雪捨て場所がない状態。

5【除排雪】 ☆（説明済）
ロータリーももうちょっと中に入ってくれれ
ばだいぶ違う。

今年はどこも同じような状態。

8【町内会】 ☆（説明済）

独り暮らし、障害者にはフォローが必要。部
落ごとで声掛け（チームワーク）が必要。孤
独死も心配。

民生委員、社協さんもなかなか手が回らない
し、田舎ならではの対策を模索していかない
といけない。

9【その他】 ☆（説明済）

毒蛾（毛虫）対策、春先に被害に遭う前に気
をつけるよう防災無線を早めに流してほし
い。

町へ伝えます。

9【その他】 ☆（説明済）

後期高齢者じゃなくても肺炎球菌ワクチンみ
たいに補助でないものか。肺炎に罹った場合
に医療費を少しでも半額にできないものか。
私は塵肺で２０何年になり、後期高齢者に
なっているから安くなっているが、肺炎で入
院している人もいる。後期高齢者じゃなくて
も半額になるとかそういうものはないのか。

塵肺関係は国で対応している。基本的には労
災絡みのトンネル工事等の関係で対応してい
る。それ以上というのはなかなか難しいと思
います。医療関係は国自体の制度なので。



町⺠と議員との懇談会 報告書
開催日時 R8.2.10 (火) 17：55～18：54
対象地区 千軒（千軒町内会館）
参加議員 藤山議員、小鹿議員、杉村議員（事務局：鍋谷）
参加者数 5人（男3人、女2人）

〔対応凡例：○議会対応、●町行政対応、☆説明済〕

分 類 対 応 町民の発言 議員の説明

1【議会】 ○（議会）

定数、10人から9人とあるが、9人にする根拠
は？
人数を減らすと議会運営も大変になるので
は？　人口が減って、議員も減って心配して
いる。

定数維持や8人といった意見もあったが、現在
の議員数や議員からの意見で9人が多かったた
め。
結論はまだ出ていないので、懇談会で意見を
もらって議論していきたい。

1【議会】 ○（議会）

委員会を一つにするとしているが、それだと
議論しづらくないのか？
委員会に全員となると議会と変わらないので
は？

今も委員外議員という形で入っている。
現状の2委員会でも正副議長がどちらにも入っ
て何とかやっている状態なので議員定数を考
えると1委員会が良いのではと考えている。

1【議会】 ○（議会）

議員のなり手の問題は前からあった。
今の議会は女性議員がいない。女性議員が必
要だと思う。なんとか声を掛けて探してきて
ほしい。

これまでも声掛けは行っているが良い返事は
もらえない。家庭に止められることや、選挙
で落ちると恥ずかしいといった気持ちもネッ
クになっているようだ。女性というだけでス
ムーズに議員になれれば良いのだが難しい。

1【議会】 ○（議会）

町政に興味をもっている人はいないのか？ 以前、高校も全国募集してるのだから、議員
も全国募集すれば良いといった意見も言われ
たことがある。

1【議会】 ○（議会）
報酬、自分は上げろと思っている。その代わ
り真剣に福島のために働いてほしい。

他の会場でもそういう意見が出ている。自分
としては上げるべきと思っているが算定方式
を決めているので難しい。

1【議会】 ○（議会）

大変だと思う。議員が声を掛けていってほし
い。議員のことは議員が詳しいと思うので。

待っていても若い人も出てこないので、後継
者を作ることも必要かなと考えている。声掛
けは結果的に自分の票を減らすことになるが
続けていく。

1【議会】 ○（議会）

女性議員をなんとか見つけてほしいが、昔の
女性議員は組織を背負っていた。一般の人は
難しいし、議員のことは頭の片隅にもないと
思う。町内団体の役員など、やらされても
引っ張て行く人がいれば良いが。

団体の役員はやらされても仕方がないで良い
が、議員となるとはそうはいかないと思うの
で難しい。

2【熊関係】 ☆（説明済）
冬眠している時期なのに出没していると聞い
ている。怖いと思う。

最近は冬眠しない熊もいるようなので注意し
てほしい。

2【熊関係】 ☆（説明済）

熊対策、ゴミの出し方だが、福島町はいまだ
に個人でゴミステーションを用意しているの
がほとんど。役場にも言っているが、町内会
単位で町が設置してはどうかと思っている。
去年、道総研からそういった対応をしている
町の例も見せてくれたので、福島でも一気に
ではなくても長いスパンで設置していく必要
がある思うが議員はその辺議論していないの
か？

昨年の事故後の委員会や別件のゴミの減量化
の委員会等で、そのことについては議論して
いるが、町で設置するというような結論はで
ていません。

3【教育】 ☆（説明済）
今、町外から来ている生徒が自分の母校の中
学校等にいってPRとかしていないのか？

自分の母校ではないですが、高校生が自ら東
京や札幌で学校をPRしています。
しっかりとやってくれています。

3【教育】 ☆（説明済）
高校の生徒、今年は集まったのか？ 15人の応募があり、その内地元は１名と聞い

ている。全国からは来てくれているようだ。

3【教育】 ☆（説明済）

地元の生徒が少ないから仕方がないが、さみ
しい。
自分の孫に福島の学生には色々資格をとると
きの補助があるよと言うと、良いなと返事は
するが、なかなか難しい。

自動車免許の取得に係る費用など、町内の学
校の生徒に限定しているものの補助制度は良
いと思います。
生徒の中には自分の親が福島町出身で祖父母
の所かから通っている子もいる。

3【教育】 ☆（説明済）

友好市町との交流事業を行っているが、そう
いったところからは来ないのか？そういった
所から来てくれると交流のしがいもあると思
うが。

全国から来てくれているが、今のところ友好
市町から来た例はないです。

9【その他】 ☆（説明済）

ゴミの量、なぜ福島町は多いのか。産業が関
係しているか？
逆に渡島で一番少ないのはどこか？

産業形態が影響しているかもしてないが、
はっきりとした要因は不明です。
資料では渡島で一番少ないのは北斗市になっ
ています。

9【その他】 ☆（説明済）

北斗市はごみの分別を徹底的に行っていると
聞いている。
先日、役場から電動生ごみ処理機のPRや分別
の説明があった。このような取り組みは継続
して行ってほしい。

担当課には伝えます。


